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圃圏回團
お《糟ゐ（躍窟》

由岸　セツさん　77歳　新　山（林〉

宮澤則子さん6王歳松之山く松華堂／

※2月1欝から2月289までの麗出分です。

※広報鑓載せてほしくない方は、届鐵のと

き紅窓口にお謡ください。

町の動き
3月1欝現在

総人口3，360人〈一3〉

　男三，639人（ω

　女1，72ユ人（一3〉

繊帯数i，拷5戸（＋P

〈　）内は髄月との此較

、、ゆ

町民憲章，、総，年，，漏定

わたしたちは松之山町機です倉郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしようロ

購渓」）合欝葉

1、薬しい緑と雪の中で
　・£ノ豊力＞なノ＼になろう

1、ブナの樽が触れ禽うように

　連帯の心をもとう
　　　　ンみ1、湧きいづる湯祭のよう1こ

　　創造のカを高ダ）よう

温泉定休目
欝　1温泉センター1翠の湯

3月1晶：ll！冬期休業

4月1晶●16115・3・

駄 難

ぽくの絵わたしの絵　松之山保育所

　
働
濫
欝

瓢
9
　
　
　
　
〆

輿
難
ジ
．

弱　〈うさぎ組〉
し　　叔はらuうた
番　橿原祥太くん
翼
　　（小谷・1平照〉

　ボールであそんでいるところ

ぽくとまもるくんとけんたくんの3人であそ

んでいるところです。まん中のぽくの顔がじょ

うずに書けました。

こよみ

◆2月のできごと

8臼　松之山スキー競技会

9臼　議会経済建設委曼会

　　（～憩騒まで〉

13段　集落総代・農家総合長会

　議（自然休養村センター）

玉6霞　議会総務罠生委員会

　　（～i7ε…まで）

鍵

20揖　農業委員会総会

　　議員懇話会

◆3月無環～4月総日の予定

2引ヨ　町内小掌校卒業式

26臼犬・猫引き取り

27臼　松塁保育所卒園式

　松之山・浦懸保膏所卒園式

6猿　町内小・申学校入学式

7顕　i斑内保育所入園式

奏
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先
月
号
拍
ぺ
ー
ジ
の
町
滴
防
串
初

め
式
の
中
で
、
　
『
飯
塚
天
和
灘
長
輪

は
『
飯
塚
正
報
慈
藻
賑
の
誤
り
で
し

た
。
訂
覇
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
▼
さ
あ
、
春
で
す
。
今
年
の
冬
は

い
つ
も
の
無
よ
り
短
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
ひ
正
月
に
は
雪
が
無
く
、
本
格

的
に
雪
が
降
っ
た
の
は
一
月
中
旬
か

ら
約
一
か
月
。
そ
の
後
春
の
陽
気
が

続
き
、
二
月
を
飛
び
越
し
一
餓
に
三

月
紅
な
っ
た
感
じ
で
す
。
▼
先
嚴
、

ま
だ
一
㌶
以
上
あ
る
雪
の
問
か
ら
フ

キ
ノ
ト
ウ
が
顔
を
出
し
て
い
る
の
を

見
つ
け
ま
し
た
。
単
速
、
採
っ
て
き

て
フ
キ
ノ
ト
ウ
み
そ
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
た
た
か
い
ご
飯
に
フ
キ
ノ

ト
ウ
は
最
山
燭
で
し
た
、
こ
れ
か
ら
山

菜
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
、
晩
酌

も
ま
た
一
杯
多
く
な
り
そ
う
燐
、
す
。
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て
く
る
お
金

　
平
成
十
年
渡
…
般
会
欝
の
予
算
額

は
、
　
三
牽
一
億
論
ハ
千
囎
一
鐵
六
十
二
一
力

三
千
円
で
繍
騨
年
慶
盗
比
べ
一
億
潔
一

十
七
万
七
千
円
、
薫
・
｝
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
、

　
｛
歳
入
で
は
、
　
地
心
万
交
付
税
が
ト
ッ

プ
で
全
体
の
流
翻
強
を
霞
め
る
十
七

億
七
千
万
円
、
繭
舘
度
と
比
べ
｝
率

葎
万
鍔
、
　
○
・
六
％
の
減
で
寸
・
喚
　
次

い
で
町
縫
が
蕊
億
｝
千
鴛
資
八
十
万

円
の
六
・
○
％
の
減
、
県
実
出
金
が
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吾
纂
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比
べ
九
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九
％
の
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と
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つ
て
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時
債
と
は
、
大
き
な
嘉

業
を
す
る
と
き
財
源
の
不

驚
を
賠
う
た
め
紅
町
が
借

り
る
お
金
で
す
、
単
成
十

鐸
度
郷
債
の
主
な
も
の
は
、

購
道
改
良
事
業
や
下
水
遵

嚢
難
、
懸
　
肇
整
備
箏
業
な
ど
が
あ

り
ま
す
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町
戻
の
皆
飯
．
｝
ん
か
ら
直
接
い
た
だ

く
騎
税
は
、
二
億
三
千
八
藪
鴛
卦
灘

万
む
千
円
で
醜
鐸
度
範
比
べ
一
、
灘
八

十
鰯
万
闘
千
円
、
黒
・
○
％
の
増
で

す
。
購
鋭
｝
人
当
た
り
か
ら
負
撫
い

た
だ
く
お
金
は
、
七
万
九
醤
九
十
九

円
と
な
り
ま
す
．

使
わ
れ
る
お
金

　
歳
出
で
は
、
ト
ッ
プ
が
土
木
費
の

五
億
六
墨
－
三
櫻
同
三
十
八
万
黒
千
円
、

蔚
舘
度
に
比
誉
丁
照
％
の
減
で
す
。
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平成10年度特別会計

特劉会計総額

　ig億567万5千円（△砿5％）

国戻健康保険会計

　事業勘定　2億556蓬万1千円

　　　　　　　　　　（2．7％〉

　診療所勘定　　3億45β5万7千円

　　　　　　　　　　（0。8％〉
次
い
で
農
林
水
産
業
費
の
五
億
二
懲

八
十
六
万
一
千
円
、
蔑
焦
費
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照
億

烈
千
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欝
麟
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な
っ
ず
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蜜
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今
鰯
の
自
董
翼
業
で
は
、
新
縄
事

葉
と
し
て
森
林
蜜
聞
総
禽
整
備
講
業

や
棚
醗
地
域
等
保
全
対
策
籍
業
、
ま

た
継
続
事
業
と
し
て
中
慮
澗
地
域
総

禽
纏
備
事
業
や
林
業
地
域
総
禽
墜
備

翼
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
、

　
一
般
会
翫
の
予
難
額
が
購
罠
一
人

当
た
り
で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
を
見
る
と
、
九
十
縢
万
～
千
八

薄
践
±
丙
で
購
無
渡
よ
り
七
千
十

鷺
円
減
っ
て
い
談
す
。

　
特
甥
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計
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照
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計
甥
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寵
な
簸
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は
、
繭
～
五

ぺ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
〉
　
　
　
％

　
　
％
　
　
　
2
　
　
　
〉

　
　
　
澄
　
　
創
　
　
％

　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
△
　
　
　
△
　
　
　
捻

　
　
ノ
ー
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
円
計

　
　
千
会
　
欝

誰
灘
灘

健
鶴
道
郷
事
魏

保
億
水
億
道
億

人
5
易
1
水
5

老
　
　
簡
　
　
下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き1眠壌人に勤れ強金（一墾会計〉・・霧一9塑52円T　j
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財源の状況

自主財源17．駐％

〈一般会計〉

　
％
　
』
源
毅

財霧依

歳入のうち財源の割舎

をあらわしたものですo

　
　
　
％

そ
の
偬
澄

　
　
　
7

（．単位1千円／％）
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そ
の
池
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商
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費
β
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％

教
蕎
費
メ

　
　
　
ア

総
務
費

嘆2。7％

公
償
費

13．7％

民
生
費

肇4．5％

農
林
水
産
業
費

金
％
入
湾
繰
3

痩零料
及び
手数料
3．o％

　
金
％

摩
出
函

国
支
4

《歳入》

　
　
　
％

鰯
税
ガ

　
　
　
ア

劉本隼度箭葎度、仲び率

　
　
　
　
％

緊
支
出
金
」
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3．0

藤5．9％

士
木
費

1ア．8％

歳
出

23L7王3238，557i

嚇，0001△9．81
亜亟△75、・1

旺二二更匪
i町　　　　税i
随方譲鱗貯

隣．　rl利子割交付金1

旬．暮％

　　　　　王・o鱗　　4鋤△γり・u
　　　　　　　　　　l　　　　　　i

　　　　28・000i　12・0001133・3

＿＿＿＿一＿　　　l
　　　　　　　　　　i　　　　　　1

　　　　　4，0001　2，00（l　ioO．1〕
“
2
砿
磁 …繭㎜，皿
　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　l

町

債

一三乙’））Vi…一→

　　2撃0（1（｝　　　io（｝．1）

｝薦凝。i
　　　　　　　i　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　｛
791亀0｛｝（｝　、　△　　0、6　　1

⊥
鶏

付金

L781，000 △

　　800　　　0
　　　　＿一

33，4i6　　30。0

曾2，275　　3．1

、翻雛消費L塑L．
調願韓瀟r㎜…ξ。。。i

韻匿1・付凱孟亜

劃藩難li弊
嶺i搬　 i4亀46gi

地
方
交
付
税

55．9％

歳
入

《歳出》

、1象器許王盤齢鋤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

275・55鉢一4㈱』7△3L61
玉告9411讐！ヰム、劉

算蕪評劉壁饗
穫欝薫艦1勢く・轡 …ト圏魔支出金 脚。2卜

凱蔀　　　　i△　9・91

麟　支患金 275，552躯40鋤7
△31．6i

購産駅入

陽
玉7，94玉 24，9王9 △2零

寄　　酎　　金 ｝ 玉

1繰　入　金 王06，561 52，488
　　　…
／03．O　i

繰　　越　　金 40，000 40，000 o　i

諸　　収　　入 22，842 27ッ844 ム18．0

購　　　　債 315，800 335，900 △　6．0

合　　　　謙 3，ま6屡，623 3，266．00（） ム　3．1

科　　　　目 本　年　度 繭　年　度 伸び率i

睡審費 64，866 62，74屡
3．41

総　　務　　費
一
　
　 401，8ig 367，974 9勇

一罠　　生　　費 457，445
460，50訂 △　0。7i

　多衛　　鷹　　費 隻88，205 ユ94，193 　多△3泓
労　　働　　費 572 1H7

淵
　1△48・81

農林水産業費 502，86玉 鵬57頓△1王・2雌
繭　　二£　費

一
2
0 9，087 193，548 3．41

　…

土響
563墾383　蕃　　　577　028 △2。4i

酒　　防　　費 鵬難』鍵 王2・2講

1．6教　　脊　　費 232，5玉6 228，925

災審復照費 6，559 75，882 △9葉．4

公　　債　　費 433，254 435，935 △　0．6

諸支出金 77 go △14．4

予　備　　費 4，883 5，172 △　5．6
匿　　計 一

3
，164，623 3，266，QOO △　3．蓬

科

隣1総務一i罠生

この衷は、平成憩隼度一’般会計予算を一・覧にしたものです。

町民董人が負担するお金（＿般会欝）一一70響999円セ
1圏韓礁藷
　　　　　　｝
　　　　　　…
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の
総
額
に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
．

5

ぐ

…

iき
i　総務費…
i　・纂落総代報醗・・…・……5，254千円
…
1　。交通安全対策費………王，388千円
…
1・新規就労餐奨励金、U・王夕一ン
…
i　巻奨励金……一…一…9・・500千円

げ細駆コミュ畿拷ン外取
1噸し藤費…’…6・㈱網
い鯨難所欝費一躍・獺
i　。小型除雪機購入費……
き

…・地方バス繍徽金’鰍ooo網

い選羅・・…’…◎…7傭網

i商工費
き

1・観績…一一一・一燃鵬網
i　oスキー場管理運営費…9（｝，35呂千円

i
　・スキー場建設費（涯雪車購入、水

｝凱事勧ど〉一一36・727網
1。謙セン外運営費…2！，42肝円
｝
き

き

i。山村留学事業費一・
き

i・英語指導助手設覆事業費
き

i　　　一一喚・738網
i　・スクールバス運転委託（松之山小
…
i　浦照小）……一一ワー3李355千円
き

i・スクールパ纒腰託料●中轍
i　　（東ナii線・浦磁線）…5・54登千円

i・いきいきスタールステップアップ
ヨ

i運勲推進馨鵬鴛湾
ヨ

i・公罠館費…………一…6，鍍9千需
…
i・保健俸育振興費一一3，謝千円
ミ

i・暇体磯運営費一5・284網

iξ

　　　　　　　　　　…・王9，473千門
2・200千門　i　・老人保護搭置費…・至億23，660千円

　　　　　　　　　　　1，伽千霧

　　　　　　　　　・一…笈5，ひoo千円

i　民生費　iギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

・　瑠1縫会短緩協議会補助金　　　　　i

　　　　　一一8，998千円1
　　　　　　　　　　　覧：・。縷書懲横・…一一・・王2，429千鍔・

l　　　　　　　　　　　　　l　・團保保険基盤安定分繰鐵金　　　　1

　　　　　一一u，裏o肝需i
を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1　・麟保財政安定化支援事業繰鐡金　　l

i　　　　一…王3，496網i
i　・特養ホーム不老閣資金儲入金嬢還　i

l　金補助金……一一　　　　　　　　3

i　・老人保健特溺会謙繰出金　　　　　F

i　　　…一29，77朔i
…。老人デ俳嘆雛舗i
メ

i・老人煙鯛保護委託料…13，693千鍔　・

i　。ホームヘルパー活動軽自動車購入　1

　　　　　………i，47妊門i

i稿講購翻瞼宅繍鱗衝
‘　助金…一一9一一・一

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

：　土木費　：
i。票道跨整備事業負握金（察道月漉　i
を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　松代線〉…・尊…・

旨稀道糊会謙雌　　：
：　　　　…一・71，038網l
i　。下承道特劉会計繰嵐金（過疎債分）i

l
．
克

雪盤，宅普及｛是録篇野i

ホ

，　　　　　　…一・96ラ600千円l
l　　　　　　　　　　　　　　：・・道酪新設改良費（驚道冬纏線、購　1

　道五十子平中央線、驚道馬参宮線　i

　の3跨線〉　　　56，㈱千鍔i
1・町道特殊改裏事業費（跡遂浦賠松

i舳線改良工事〉一・go，350網
i。交通安全施設費一・・…2，10か千円

i・道蕗除雲費一一臆21，166網
i　・冬難集落保安要鰻設醒費

i　　　　…一9，863千円
i・餓敷地造成費一一・1，謝網
1　・河罵管理費……………2，6欝千円

　　農林水産業費
：・東頸城菰域絹合鉗號2，35妊円l

i．蠣轄虫騰鰍叙，433粥…
・・畜産振興費……一……M，288千穆ξ

　　　　　　　　　　　ヨ　・新潟米生産体質強化事業補動金　　i

　　　　　　　　　　　し　　　　　　・…一35，のOo千鍔i
　　　　　　　　　　　ヨ・。握い手公社運営補助金6，飢9千円　i

　　　　　　　　　　　ヨ1。申出間地域活性化総禽対籏事業　　i

　（農機翼格納庫整備事業、農業機　i

　　　　　　　　　　　き　械等整旛事業補助金〉麺，190千円　i

　　　　　　　　　　　…i・驚舗尉ヤガ鵬管髄難
　委託料……一一……3，6躍網i
　　　　　　　　　　　ヨ1　・林業地域総合整備事業費（臨道松　1

　　　　　　　　　　　｝　鐵大驚戸線）・…・…一52，9王3』二網

　　　　　　　　　　　も　・林道舗装事業費（林遵、ヒ綴池線〉　1

　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　7町・22，060千円1

　　　　　　　　　　　も、・森林空闘総合整備事業費（須山地　1

　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　ミ　金一一・一・…・・孕……・79う屡20千円1

　　　　　　　　　　　き，　O累営松禦かんぱい事業動成金　　　i

　　　　　　　　　　　…　　　　　　・一・12ラ807千円
　　　　　　　　　　　ミ1
・
農
村 総含整備事業費・璽，鰯千円i

、　の糊繊地域等保全対策事業費〈三雀　1

　　　　　　　　　　　き　地区〉一…一一・…・20，300千円i

　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　ミ
　　衛生費　i　　　　　　　　　　　き　・津南地域衛生施設綴合負撞金（火　i

　葬場分〉・一一・・一4辱594網i

　。津南地域衛生施設総合負抵金　　　、

　　　　　　　一49，492千門1
　　　　　　　　　　　ミ　。簡易水道特別会欝繰撫金　　　　　1

l　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　………43，98（｝千円i
7　　　　　　　　　　　　　1i・鷹営診療所勘定繰鐵金5潰00千円　i

i。成人癖予防事業委託金　　　　　　l

l　　　　一重尋…16・924千円多
i　・合｛蕪甦理浄化槽設麗整備事業費補　i

i財金一…一…・一11，000掘i
i・母子衛生費…一……一2，096千円　i

　　　　　　　　　　　－i

1
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o
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寸
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特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

松
里
地
区
内
で
追
加
供
用
開
始

　
昨
年
三
月
末
に
浄
化
セ
ン
タ
董
が

処
理
を
麗
始
し
た
公
共
下
水
道
は
、

今
年
も
工
事
が
完
了
し
た
松
里
地
、
饗

の
～
部
を
追
繍
し
て
供
胴
を
開
始
し

ま
す
。

　
三
鍔
三
十
一
鷺
か
ら
こ
の
追
撫
区

域
で
も
、
浄
化
槽
な
し
で
下
水
道
紅

直
接
流
す
「
水
洗
ト
イ
レ
し
が
設
置

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
衛
生
的
で
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
臓
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
最
近
測
川
や
胴
水
絡
の
汚

れ
の
大
き
な
康
嗣
と
な
っ
て
い
る
台

駈
、
洗
濯
な
ど
の
汚
水
も
下
水
道
へ

流
毒
れ
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
用
水

路
や
剣
溝
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
．

　
な
霧
、
今
銀
の
下
水
道
管
の
工
事

は
天
水
鶴
集
落
が
完
成
し
、
天
水
越

集
落
へ
と
進
め
る
予
定
で
す
。

【
傑
湧
翻
始
の
公
承
内
容
｝

⇔
難
繕
糞
．
平
成
十
年
三
月
篇
十
｝
鶏

◇
区
域
彗
大
掌
天
水
鶴
の
一
部
及
び

　
　
　
　
大
字
天
水
越
の
一
部

◇
藤
積
舞
九
・
闘
五
鈴
｛
概
数
）

◇
人
鶯
嚢
二
八
六
人
〈
概
数
）

◇
建
物
数
馨
…
○
○
榛
（
概
数
〉

　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
“

　
　
　
　
　
　
　
爾
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
フ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
供
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憶

　
　
　
　
　
　
　
に
る

　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ぬ
ガ
　

　
　
　
　
仮

　
　
　
　
　
　
　
新
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕩

　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
凡

　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

雛総麟

　　む　ドゑ　讐’　㎡続帽、
　》　　　　ドい慰》書1

蒙塾熱

　
臓
肩
一
鷺
付
け
で
、
購
職
興
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
．
異
動
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
郷
は
、
退

職
春
及
び
新
採
網
鞍
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
、
　
（
　
）
は
麟
職
で
す
。

【
総
務
諜
】

▽
財
政
係
長
経
俊
藤
至
（
産
業
諜
農

政
係
長
）
▽
住
罠
係
嚢
柑
山
と
み
子

（
保
健
禰
祉
諜
衛
生
禰
祉
係
）
▽
税

務
係
嚢
小
林
誓
（
振
興
諜
商
工
観
光

係
）
▽
行
政
係
蓑
保
坂
美
智
男
（
振

興
諜
東
束
事
務
斯
勤
務
）
▽
財
政
係

翼
櫓
沢
美
由
起
（
総
務
課
住
蔑
係
）

▽
浦
田
保
脊
所
蓑
小
堺
ル
ミ
子
（
松

之
山
保
脊
湧
）
▽
松
之
山
保
鷺
所
藝

蕎
橋
ミ
ッ
イ
（
溝
照
保
脊
駈
）
▽
松

之
山
保
脊
漸
聾
南
雲
輿
子
（
岡
）

門
建
設
塗

▽
薦
地
係
長
薮
樋
黛
毒
籔
（
水
遵
課

下
水
道
係
畏
〉
▽
建
設
係
嚢
照
辺
警

子
（
総
務
謙
財
政
係
）

霧
業
灘

▽
農
政
係
長
鋒
磁
辺
道
博
（
教
脅
婁

員
会
総
務
学
事
係
長
）

門
振
興
謬

▽
諜
長
補
院
〈
昇
任
〉
観
光
施
設
係

長
事
務
取
撤
、
湯
米
心
専
務
、
握
い

手
公
祇
事
務
取
扱
鐸
竹
内
茂
俊
（
振

興
謙
観
光
施
設
係
擾
）
▽
商
黒
観
光

係
影
葛
沢
寿
恵
（
総
務
諜
税
務
係
）

▽
企
画
振
興
係
黎
衛
橋
良
一
（
総
務

謙
行
政
係
〉
▽
東
窟
事
務
所
勤
務
嚢

大
見
慶
介
（
教
膏
婁
興
禽
袖
会
教
麿

係
）蒙
道
謬

▽
下
水
道
係
畏
舞
小
野
塚
栄
（
建
設

謙
絹
地
係
長
）
▽
水
道
係
讐
蕩
嬌
俊

千
枝
く
産
業
謙
土
地
改
良
係
）

藻
健
橿
祉
灘

▽
衛
猛
福
祉
係
藝
｛
渦
橋
厳
子
（
議
会

事
務
渦
）
▽
衛
隻
橿
祉
係
嚢
槽
沢
恵

酬
　
（
産
業
謙
握
い
手
公
社
派
遣
）

【
議
会
事
務
罵
】

▽
議
会
事
務
局
蓑
村
由
さ
と
み
（
建

設
諜
建
設
係
）

門
教
欝
婁
轟
会
｝

▽
総
務
学
事
係
長
嚢
商
沢
隆
（
総
務

諜
財
政
係
長
）
▽
糠
会
教
脊
係
聾
橿

原
滋
（
教
膏
婁
興
会
総
務
学
事
係
）

▽
社
会
教
鷺
係
舞
栂
山
敦
尚
（
水
道

課
水
道
係
）

6

住みよい町づくりに

役立っています

　
皆
さ
ん
の
摩
生
年
金
や
圃
罠
年
金
、

郵
便
縄
の
簡
易
保
険
・
郵
便
奪
金
な

ど
の
積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資
金

と
し
て
融
資
蓉
れ
、
億
み
よ
い
跡
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
単
成
九
年
度
で
は
、
年
金
積
立
金

還
兄
融
資
を
禽
め
｝
般
会
誹
で
三
億

二
千
九
薫
圏
十
万
円
、
簡
易
水
道
事

叢
茄
特
溺
瓜
賦
計
で
六
千
五
十
　
力
円
、
下

水
道
事
業
特
携
会
計
で
五
千
九
酉
十

万
円
の
儲
入
れ
で
し
た
．
事
業
鋼
で

は
、
次
の
と
お
り
で
す
、
（
）
内
が
起

籏
の
借
入
れ
金
で
す
．

霧
保
資
露

▽
林
業
上
鍛
池
線
舗
装
§
霧
業
費
～

千
五
蓄
九
十
三
万
八
千
万
円
（
七
菖

万
円
）
▽
農
産
物
茄
工
施
設
建
設
嚢

事
業
費
五
千
六
資
二
十
八
万
穴
千
円

（
二
千
万
円
）
▽
観
光
公
圏
整
備
疑

事
業
費
二
千
五
、
薫
七
牽
三
万
円
（
八

薄
五
十
万
円
〉
▽
購
道
浦
田
松
之
山

線
改
輿
舗
装
嚢
事
業
費
二
千
鰯
鳶
十

コ
力
六
千
円
（
二
千
閥
蕎
万
円
〉
▽

購
道
冬
傭
線
改
鍵
舗
叢
蓑
事
業
費
叢

千
”
“
二
蕎
九
十
照
万
円
ハ
三
千
三
露
牽

万
円
〉
▽
驚
道
五
十
子
平
中
央
線
改

｛
艮
舗
襲
翁
駕
識
薬
瀞
鉱
千
闘
欝
一
諜
牽
六

万
円
（
酬
率
鰻
蒼
三
牽
万
円
）
▽
農

道
橋
詰
線
改
艮
舗
装
巽
事
業
費
一
千

九
藪
鰻
牽
五
万
六
千
円
ハ
七
菖
万
円
〉

【
隼
金
資
金
（
運
用
部
）
簡
水
簸
｝

▽
松
璽
簡
水
翻
水
漉
増
設
舞
事
業
費

菰
千
五
十
六
｝
か
一
千
円
く
尉
二
千
欝
瓢
瓢

十
万
円
）
▽
累
営
中
山
闇
地
域
総
合

整
備
事
業
負
鐙
金
擁
事
業
費
簸
千
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭3月に兜成した町営住驚i嘔

薦
五
牽
万
円
（
二
千
九
欝
二
十
万
円
）

州
無
金
以
外
（
運
罵
部
）
遇
疎
債
一

▽
へ
き
地
患
餐
輸
送
箪
整
備
彗
事
業

灘
ハ
七
筥
一
篇
か
七
千
円
（
五
薫
六
ふ
↓
力

円
〉
▽
多
目
的
集
会
施
設
〈
松
環
〉

建
設
髭
事
業
費
三
千
颪
二
牽
万
九
千

円
（
一
千
五
蕎
六
志
…
万
円
）
　
▽
県
営

中
撫
聞
地
域
総
禽
整
備
箏
業
負
撫
金

薩
事
業
費
闘
千
二
薫
五
牽
万
円
（
九

資
七
十
万
円
）
▽
特
建
環
境
保
全
公

葱
ハ
下
水
謄
懲
韓
驚
際
葉
費
餌
構
聯
｝
千
六
蕊

工
十
五
万
〔
心
門
〈
八
千
六
ふ
ー
万
円
）
　
▽

驚
営
鑑
宅
整
備
籍
事
業
費
八
千
牽
九

万
七
千
円
（
五
千
酉
五
牽
万
円
）
▽

町
道
松
瓢
大
荒
芦
線
改
畏
舗
襲
縫
箏

皿
粟
費
六
千
二
蟹
八
十
二
万
円
　
（
｝
千

縢
蕩
九
十
万
円
）
▽
県
道
月
瀧
松
代

線
脇
陥
備
事
叢
継
負
撞
金
蜂
篤
Ψ
叢
小
欝
龍
ハ
欝
一

九
十
六
万
円
（
六
蟹
二
十
万
円
）
▽

県
道
松
代
天
水
島
線
整
備
事
業
負
撮

金
嚢
事
業
費
二
落
九
牽
七
万
円
（
二

蕎
六
十
万
円
〉
▽
林
道
亀
石
線
災
警

復
購
繋
蟹
盟
葉
欝
鷲
千
六
蕎
九
十
も
｝
力

懸
千
m
門
　
（
二
欝
瓢
ハ
十
｝
力
円
）
　
▽
湯
の

森
林
公
園
整
備
嚢
事
業
費
八
蒼
二
十

九
万
八
千
円
く
六
醤
二
十
万
円
）
▽

臨
蒔
税
収
補
て
ん
縫
舞
（
二
千
万
円
）

▽
特
定
環
境
保
全
公
興
下
水
道
難
禦

難
小
費
闘
億
一
千
六
欝
一
一
十
五
　
力
円
（
一

億
ご
千
五
蕎
八
十
万
円
）
▽
下
水
遵

綾
〈
特
佛
搭
置
分
〉
馨
（
蕊
千
三
簾

三
牽
万
円
〉

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
　
囲
函
國

　
簸
近
は
、
懲
俸
旅
行
が
減
り
、
友

だ
ち
や
家
族
な
ど
の
氣
心
の
知
れ
あ

っ
た
少
人
数
の
旅
行
形
態
が
主
流
に

な
っ
て
い
濠
す
。

　
理
由
と
し
て
は
、
腿
体
行
勤
に
よ

9
自
曲
を
束
縛
さ
れ
た
く
な
い
と
い

う
人
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
こ
れ
は
、
職
場
の
人
と
瀟
を
飲
む

の
を
嫌
う
傾
陶
と
岡
じ
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
艦
い
人
に
は
、
せ
っ
か
く
の
蕨
行

な
の
だ
か
ら
、
食
事
も
鱒
間
に
制
約

さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
旅
館

形
式
よ
り
も
、
ホ
テ
ル
形
武
の
方
が

婬
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
闘
体
旅
行
離
れ
に
よ

り
、
観
光
バ
ス
の
製
造
も
減
少
し
て

い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

観
光
動
向
　
　
勘

　
は
と
パ
ス
な
ど
も
、
決
ま
っ
た
斯

を
観
光
す
る
鰹
遊
式
を
見
灘
し
、
好

き
な
所
で
乗
り
降
り
で
き
る
巡
園
式

を
導
入
し
ま
す
。

　
バ
プ
ル
時
代
は
、
嵩
級
指
陶
で
料

金
の
蕎
い
宿
泊
施
設
が
婬
ま
れ
た
の

で
す
が
、
今
で
は
、
　
質
安
近
短
」
と

欝
わ
れ
る
安
い
料
金
で
近
い
勝
へ
短

い
時
聞
で
行
け
る
旅
行
が
説
流
と
な

り
、
簸
近
の
不
景
餓
に
よ
り
そ
の
傾

陶
は
さ
ら
紅
進
み
、
繍
帰
り
温
泉
旅

行
が
淀
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
、

　
全
鰯
で
ぬ
π
全
㎜
凋
㎜
休
二
β
一
捌
が
穴
割

近
く
適
駕
さ
れ
て
い
る
こ
と
紅
よ
り
、

飽
の
支
出
を
郷
え
て
で
も
旅
行
や
レ

ジ
ャ
ー
に
お
金
を
使
う
人
は
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
傾
陶
は
縛
代
の
要

求
に
よ
り
変
わ
る
た
め
紅
観
光
業
界

は
、
次
々
と
新
商
最
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
．

　
特
に
ス
キ
…
場
な
ど
は
、
近
年
の

霧
不
昆
紅
癩
え
、
レ
ジ
ャ
…
の
多
様

化
、
将
来
の
少
子
化
紅
よ
る
霧
要
滅

を
箆
撰
え
な
が
ら
錨
蓉
残
り
を
か
け

た
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
東
東
事
務
斬
　
保
坂

7



l
o
り
寸
O

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

松
里
地
区
内
で
追
加
供
用
開
始

　
昨
年
三
月
末
に
浄
化
セ
ン
タ
董
が

処
理
を
麗
始
し
た
公
共
下
水
道
は
、

今
年
も
工
事
が
完
了
し
た
松
里
地
、
饗

の
～
部
を
追
繍
し
て
供
胴
を
開
始
し

ま
す
。

　
三
鍔
三
十
一
鷺
か
ら
こ
の
追
撫
区

域
で
も
、
浄
化
槽
な
し
で
下
水
道
紅

直
接
流
す
「
水
洗
ト
イ
レ
し
が
設
置

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
衛
生
的
で
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
臓
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
最
近
測
川
や
胴
水
絡
の
汚

れ
の
大
き
な
康
嗣
と
な
っ
て
い
る
台

駈
、
洗
濯
な
ど
の
汚
水
も
下
水
道
へ

流
毒
れ
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
用
水

路
や
剣
溝
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
．

　
な
霧
、
今
銀
の
下
水
道
管
の
工
事

は
天
水
鶴
集
落
が
完
成
し
、
天
水
越

集
落
へ
と
進
め
る
予
定
で
す
。

【
傑
湧
翻
始
の
公
承
内
容
｝

⇔
難
繕
糞
．
平
成
十
年
三
月
篇
十
｝
鶏

◇
区
域
彗
大
掌
天
水
鶴
の
一
部
及
び

　
　
　
　
大
字
天
水
越
の
一
部

◇
藤
積
舞
九
・
闘
五
鈴
｛
概
数
）

◇
人
鶯
嚢
二
八
六
人
〈
概
数
）

◇
建
物
数
馨
…
○
○
榛
（
概
数
〉

　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
“

　
　
　
　
　
　
　
爾
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
フ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
供
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憶

　
　
　
　
　
　
　
に
る

　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ぬ
ガ
　

　
　
　
　
仮

　
　
　
　
　
　
　
新
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕩

　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
凡

　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

雛総麟

　　む　ドゑ　讐’　㎡続帽、
　》　　　　ドい慰》書1

蒙塾熱

　
臓
肩
一
鷺
付
け
で
、
購
職
興
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
．
異
動
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
郷
は
、
退

職
春
及
び
新
採
網
鞍
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
、
　
（
　
）
は
麟
職
で
す
。

【
総
務
諜
】

▽
財
政
係
長
経
俊
藤
至
（
産
業
諜
農

政
係
長
）
▽
住
罠
係
嚢
柑
山
と
み
子

（
保
健
禰
祉
諜
衛
生
禰
祉
係
）
▽
税

務
係
嚢
小
林
誓
（
振
興
諜
商
工
観
光

係
）
▽
行
政
係
蓑
保
坂
美
智
男
（
振

興
諜
東
束
事
務
斯
勤
務
）
▽
財
政
係

翼
櫓
沢
美
由
起
（
総
務
課
住
蔑
係
）

▽
浦
田
保
脊
所
蓑
小
堺
ル
ミ
子
（
松

之
山
保
脊
湧
）
▽
松
之
山
保
鷺
所
藝

蕎
橋
ミ
ッ
イ
（
溝
照
保
脊
駈
）
▽
松

之
山
保
脊
漸
聾
南
雲
輿
子
（
岡
）

門
建
設
塗

▽
薦
地
係
長
薮
樋
黛
毒
籔
（
水
遵
課

下
水
道
係
畏
〉
▽
建
設
係
嚢
照
辺
警

子
（
総
務
謙
財
政
係
）

霧
業
灘

▽
農
政
係
長
鋒
磁
辺
道
博
（
教
脅
婁

員
会
総
務
学
事
係
長
）

門
振
興
謬

▽
諜
長
補
院
〈
昇
任
〉
観
光
施
設
係

長
事
務
取
撤
、
湯
米
心
専
務
、
握
い

手
公
祇
事
務
取
扱
鐸
竹
内
茂
俊
（
振

興
謙
観
光
施
設
係
擾
）
▽
商
黒
観
光

係
影
葛
沢
寿
恵
（
総
務
諜
税
務
係
）

▽
企
画
振
興
係
黎
衛
橋
良
一
（
総
務

謙
行
政
係
〉
▽
東
窟
事
務
所
勤
務
嚢

大
見
慶
介
（
教
膏
婁
興
禽
袖
会
教
麿

係
）蒙
道
謬

▽
下
水
道
係
畏
舞
小
野
塚
栄
（
建
設

謙
絹
地
係
長
）
▽
水
道
係
讐
蕩
嬌
俊

千
枝
く
産
業
謙
土
地
改
良
係
）

藻
健
橿
祉
灘

▽
衛
猛
福
祉
係
藝
｛
渦
橋
厳
子
（
議
会

事
務
渦
）
▽
衛
隻
橿
祉
係
嚢
槽
沢
恵

酬
　
（
産
業
謙
握
い
手
公
社
派
遣
）

【
議
会
事
務
罵
】

▽
議
会
事
務
局
蓑
村
由
さ
と
み
（
建

設
諜
建
設
係
）

門
教
欝
婁
轟
会
｝

▽
総
務
学
事
係
長
嚢
商
沢
隆
（
総
務

諜
財
政
係
長
）
▽
糠
会
教
脊
係
聾
橿

原
滋
（
教
膏
婁
興
会
総
務
学
事
係
）

▽
社
会
教
鷺
係
舞
栂
山
敦
尚
（
水
道

課
水
道
係
）

6

住みよい町づくりに

役立っています

　
皆
さ
ん
の
摩
生
年
金
や
圃
罠
年
金
、

郵
便
縄
の
簡
易
保
険
・
郵
便
奪
金
な

ど
の
積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資
金

と
し
て
融
資
蓉
れ
、
億
み
よ
い
跡
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
単
成
九
年
度
で
は
、
年
金
積
立
金

還
兄
融
資
を
禽
め
｝
般
会
誹
で
三
億

二
千
九
薫
圏
十
万
円
、
簡
易
水
道
事

叢
茄
特
溺
瓜
賦
計
で
六
千
五
十
　
力
円
、
下

水
道
事
業
特
携
会
計
で
五
千
九
酉
十

万
円
の
儲
入
れ
で
し
た
．
事
業
鋼
で

は
、
次
の
と
お
り
で
す
、
（
）
内
が
起

籏
の
借
入
れ
金
で
す
．

霧
保
資
露

▽
林
業
上
鍛
池
線
舗
装
§
霧
業
費
～

千
五
蓄
九
十
三
万
八
千
万
円
（
七
菖

万
円
）
▽
農
産
物
茄
工
施
設
建
設
嚢

事
業
費
五
千
六
資
二
十
八
万
穴
千
円

（
二
千
万
円
）
▽
観
光
公
圏
整
備
疑

事
業
費
二
千
五
、
薫
七
牽
三
万
円
（
八

薄
五
十
万
円
〉
▽
購
道
浦
田
松
之
山

線
改
輿
舗
装
嚢
事
業
費
二
千
鰯
鳶
十

コ
力
六
千
円
（
二
千
閥
蕎
万
円
〉
▽

購
道
冬
傭
線
改
鍵
舗
叢
蓑
事
業
費
叢

千
”
“
二
蕎
九
十
照
万
円
ハ
三
千
三
露
牽

万
円
〉
▽
驚
道
五
十
子
平
中
央
線
改

｛
艮
舗
襲
翁
駕
識
薬
瀞
鉱
千
闘
欝
一
諜
牽
六

万
円
（
酬
率
鰻
蒼
三
牽
万
円
）
▽
農

道
橋
詰
線
改
艮
舗
装
巽
事
業
費
一
千

九
藪
鰻
牽
五
万
六
千
円
ハ
七
菖
万
円
〉

【
隼
金
資
金
（
運
用
部
）
簡
水
簸
｝

▽
松
璽
簡
水
翻
水
漉
増
設
舞
事
業
費

菰
千
五
十
六
｝
か
一
千
円
く
尉
二
千
欝
瓢
瓢

十
万
円
）
▽
累
営
中
山
闇
地
域
総
合

整
備
事
業
負
鐙
金
擁
事
業
費
簸
千
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭3月に兜成した町営住驚i嘔

薦
五
牽
万
円
（
二
千
九
欝
二
十
万
円
）

州
無
金
以
外
（
運
罵
部
）
遇
疎
債
一

▽
へ
き
地
患
餐
輸
送
箪
整
備
彗
事
業

灘
ハ
七
筥
一
篇
か
七
千
円
（
五
薫
六
ふ
↓
力

円
〉
▽
多
目
的
集
会
施
設
〈
松
環
〉

建
設
髭
事
業
費
三
千
颪
二
牽
万
九
千

円
（
一
千
五
蕎
六
志
…
万
円
）
　
▽
県
営

中
撫
聞
地
域
総
禽
整
備
箏
業
負
撫
金

薩
事
業
費
闘
千
二
薫
五
牽
万
円
（
九

資
七
十
万
円
）
▽
特
建
環
境
保
全
公

葱
ハ
下
水
謄
懲
韓
驚
際
葉
費
餌
構
聯
｝
千
六
蕊

工
十
五
万
〔
心
門
〈
八
千
六
ふ
ー
万
円
）
　
▽

驚
営
鑑
宅
整
備
籍
事
業
費
八
千
牽
九

万
七
千
円
（
五
千
酉
五
牽
万
円
）
▽

町
道
松
瓢
大
荒
芦
線
改
畏
舗
襲
縫
箏

皿
粟
費
六
千
二
蟹
八
十
二
万
円
　
（
｝
千

縢
蕩
九
十
万
円
）
▽
県
道
月
瀧
松
代

線
脇
陥
備
事
叢
継
負
撞
金
蜂
篤
Ψ
叢
小
欝
龍
ハ
欝
一

九
十
六
万
円
（
六
蟹
二
十
万
円
）
▽

県
道
松
代
天
水
島
線
整
備
事
業
負
撮

金
嚢
事
業
費
二
落
九
牽
七
万
円
（
二

蕎
六
十
万
円
〉
▽
林
道
亀
石
線
災
警

復
購
繋
蟹
盟
葉
欝
鷲
千
六
蕎
九
十
も
｝
力

懸
千
m
門
　
（
二
欝
瓢
ハ
十
｝
力
円
）
　
▽
湯
の

森
林
公
園
整
備
嚢
事
業
費
八
蒼
二
十

九
万
八
千
円
く
六
醤
二
十
万
円
）
▽

臨
蒔
税
収
補
て
ん
縫
舞
（
二
千
万
円
）

▽
特
定
環
境
保
全
公
興
下
水
道
難
禦

難
小
費
闘
億
一
千
六
欝
一
一
十
五
　
力
円
（
一

億
ご
千
五
蕎
八
十
万
円
）
▽
下
水
遵

綾
〈
特
佛
搭
置
分
〉
馨
（
蕊
千
三
簾

三
牽
万
円
〉

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
　
囲
函
國

　
簸
近
は
、
懲
俸
旅
行
が
減
り
、
友

だ
ち
や
家
族
な
ど
の
氣
心
の
知
れ
あ

っ
た
少
人
数
の
旅
行
形
態
が
主
流
に

な
っ
て
い
濠
す
。

　
理
由
と
し
て
は
、
腿
体
行
勤
に
よ

9
自
曲
を
束
縛
さ
れ
た
く
な
い
と
い

う
人
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
こ
れ
は
、
職
場
の
人
と
瀟
を
飲
む

の
を
嫌
う
傾
陶
と
岡
じ
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
艦
い
人
に
は
、
せ
っ
か
く
の
蕨
行

な
の
だ
か
ら
、
食
事
も
鱒
間
に
制
約

さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
旅
館

形
式
よ
り
も
、
ホ
テ
ル
形
武
の
方
が

婬
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
闘
体
旅
行
離
れ
に
よ

り
、
観
光
バ
ス
の
製
造
も
減
少
し
て

い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

観
光
動
向
　
　
勘

　
は
と
パ
ス
な
ど
も
、
決
ま
っ
た
斯

を
観
光
す
る
鰹
遊
式
を
見
灘
し
、
好

き
な
所
で
乗
り
降
り
で
き
る
巡
園
式

を
導
入
し
ま
す
。

　
バ
プ
ル
時
代
は
、
嵩
級
指
陶
で
料

金
の
蕎
い
宿
泊
施
設
が
婬
ま
れ
た
の

で
す
が
、
今
で
は
、
　
質
安
近
短
」
と

欝
わ
れ
る
安
い
料
金
で
近
い
勝
へ
短

い
時
聞
で
行
け
る
旅
行
が
説
流
と
な

り
、
簸
近
の
不
景
餓
に
よ
り
そ
の
傾

陶
は
さ
ら
紅
進
み
、
繍
帰
り
温
泉
旅

行
が
淀
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
、

　
全
鰯
で
ぬ
π
全
㎜
凋
㎜
休
二
β
一
捌
が
穴
割

近
く
適
駕
さ
れ
て
い
る
こ
と
紅
よ
り
、

飽
の
支
出
を
郷
え
て
で
も
旅
行
や
レ

ジ
ャ
ー
に
お
金
を
使
う
人
は
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
傾
陶
は
縛
代
の
要

求
に
よ
り
変
わ
る
た
め
紅
観
光
業
界

は
、
次
々
と
新
商
最
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
．

　
特
に
ス
キ
…
場
な
ど
は
、
近
年
の

霧
不
昆
紅
癩
え
、
レ
ジ
ャ
…
の
多
様

化
、
将
来
の
少
子
化
紅
よ
る
霧
要
滅

を
箆
撰
え
な
が
ら
錨
蓉
残
り
を
か
け

た
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
東
東
事
務
斬
　
保
坂
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寸
寸
の
ー

み轡繊欝

　　　　皆さんからの情報を

　　　お待ちしています。

　　　　総務諜行政係

　　　　岱6－313i（25）

わが家の人気者⑯

　れ　な　　　　　　　　　　　　　　　　　

恋菜ちゃん量場（2劇　i
　　　　　　　　　　　　　　l
　鶴橋秀樹・直美さん2女　　1
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　（天水島・倉）　1

　今月は恋菜ちゃんの登場です．i

恋菜ちゃんは、ノンタンのビデ　i

オや本を晃るのが大好きです。　i

　「家では2つ年上の嫌ちゃん　i
　　　　　　　　　　　　　　セと一緒につみきをしたり、ママ　i

　　　　　　　　　　　　　　もごとしたり、姉ちゃんのまねば　1

　　　　　　　　　　　　　　シかりして遊んでいます」とお母　i

　　　　　　　　　　　　　　きさん。簸近あった楽しいできご　i
　　　　　　　　　　　　　…
とでは、3月にひな．入形を鵠し　1
　　　　　　　　　　　　　；
たり、ひな祭りにはケーキを食　1
　　　　　　　　　　　　　ミ
ベたこと。また、パパとママと　i

嫡（爽香）ちゃんと一緒に畠かけ　i
　　　　　　　　　　　　　きたことだそうです，　　　　　　　i

　こんどはディズニーランドや　i

　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　きi動物園、1水族館にも行きたいそ　 i
うで、今からとっても楽しみ紅　i

　　　　　　　　　　　　　きしている蕎橋家の人気者です。　i

　　　　　　　　　　　　　き【お母さんから一露】笑顔をた　1

　　　　　　　　　　　　　　きやさない、優しい子僕になって　1
　　　　　　　　　　　　　　…
ほしいです、また、みんなから　1
　　　　　　　　　　　　　　…
好かれ．る元1気いっぱい」）子供に。i

　　　　　　　　　　　　　　き
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新
任
の
先
生
方
紹
介
〔
教
職
翻
動
〕

　
照
月
一
β
付
け
で
教
職
艮
の
入
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
絞
で
合

わ
せ
て
牽
二
人
の
先
生
方
が
新
し
く
勉
任
さ
れ
ま
し
た
。
萩
し
い
先
生
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
　
（
　
）
は
繭
蕉
校
で
す
。
　
《
敬
称
略
》

松之出小学校教頭

中村　文也
（糠倉職針小〉

松之¢1小学校喪事

材椿　憲峯
（糸魚川欝　大聾小）

松里小掌校教諭　　　　　松之由小掌：校教論

，瑠鴛，、i，鷲繰千瓢、

畠丁

　　　　　　　　　一　　　　　　　　㎜　　　　　　　㎜　皿　　　　　　　㎜　　　　　　㎜　　　　　『㎜　　　　｝　　　嚥｝　　㎜㎜㎜㎜

羅

掌
周
礎

農
蜘

之
策
能

松浦霞小掌校摂

弁上　政身
」越欝　南本町’

あ
な
た
も
漢
字
検
定
に

　
　
　
　
　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
文
部
憲
認
定
の
「
漢
字
能
力
検
定

試
験
」
（
略
称
“
「
漢
検
㌧
を
松
之

由
分
校
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て

騰
年
。
そ
の
閥
に
初
の
準
一
級
奮
格

餐
の
誕
生
、
ま
た
二
級
に
合
絡
し
た

蕎
校
生
は
通
算
十
｝
人
、
三
級
合
格

轡
も
心
趨
算
十
六
入
と
な
り
、
各
級
で

も
多
数
の
合
格
奢
が
出
て
い
ま
す
心

　
今
年
度
の
漢
字
検
定
の
臼
程
が
決

ま
り
ま
し
た
。
第
一
灘
は
、
五
月
・

六
月
に
次
の
繊
程
で
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
　
「
社
会
人
の
一
般
鴬
識
し
と

い
わ
れ
る
二
級
を
溺
指
し
欝
っ
て
ご

参
撫
く
だ
さ
い
．

▼
検
定
級
一
～
七
級

▽
期
紹
・
会
場
　
五
月
三
十
日
〈
土
〉

　
安
塚
蕎
校
松
之
山
分
校
（
二
～
七

　
級
）
、
六
月
十
漏
麟
〈
欝
〉
上
越
蕎
陽
・

　
会
館
（
～
・
準
一
級
）

▼
受
験
資
格
　
鯛
限
な
し
（
複
数
級

　
受
験
も
可
）

▼
検
定
料
　
　
一
級
：
・
六
千
円
、
準
｝

　
級
…
五
千
円
、
二
級
…
照
千
円
、

　
三
～
七
級
…
工
千
円

▼
庸
込
方
法
　
指
定
の
鋼
し
込
み
粥

　
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
検
驚

　
料
を
添
え
て
串
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
　
饅
月
二
十
七
臼
（
月
）

　
鐙
年
必
着

▼
串
・
込
先
・
問
い
禽
わ
せ
先
　
松
之

　
由
【
分
校
・
穫
腿
井
ま
で
　
（
費
六
ー
二

　
〇
一
蓋
）

※
第
二
園
は
十
月
十
一
黛
（
沼
）
と
十

月
牽
七
臼
（
土
〉
、
第
三
懸
が
｝
月
十

六
鐵
（
土
）
と
一
月
二
牽
罎
R
欺
鷺
）
に

実
施
さ
れ
る
畢
定
で
す
。

ミ蝋　1、1灘鞘　、’欄3

浦田小掌校教諭

佐藤恵判子
「尊板町　与叛小）

松之山中掌校教頭

上野　裕文
（上越宿　城薦中）

松之出中掌校教諭

大館　崇夫
（長岡帯　東北中）

　
　
　
の

養
等
鯉

　
　
　
徳

剛
村
町

浦
鐙
日

　
　
　
跳
翻中　　

欝

塁
イ
勘
テ
t

指
ド
鯵

　
　
O

鶴
趣

転
出
さ
れ
た
先
生
方

〔
松
之
由
小
）
▽
中
墨
栂
立
溝
津

峡
小
校
長
・
小
野
塚
修
一
▽
浦
川

漂
村
立
末
広
小
教
諭
・
関
谷
ゆ
か

り
▽
新
井
市
立
斐
太
北
小
教
諭
・

鬼
山
輿
鐵
美
▽
上
越
帯
立
窟
岡
小

主
事
・
長
野
警
子

〔
松
墨
小
〕
▽
妙
高
村
立
関
山
小

教
諭
・
遠
藤
薦
治

〔
浦
田
小
）
▽
定
葎
退
職
・
丸
山

健
漁
▽
白
根
市
立
庄
瀬
小
教
諭
・

湯
照
洋
子
▽
邊
職
・
渡
辺
警
美

〔
松
之
出
中
）
▽
締
綺
購
立
締
嫡

中
教
頭
・
小
出
孝
一
郎
▽
新
潟
覆

立
内
野
中
教
諭
（
県
教
育
セ
ン
タ

ー
畏
期
醗
修
）
稲
葉
浩
一
▽
上
越

甫
立
春
羅
中
教
諭
・
吉
蠣
賜
美
▽

水
原
町
立
水
康
中
教
諭
・
志
藤
浩

仁

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で

　
　
　
　
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

　
A
フ
年
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
窯
が
始

ま
り
ま
し
た
姶
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
茄
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
朗
銭

▼
場
勝

▼
時
閥

▼
講
締

姻
月
二
猿
（
木
）
か
ら

購
露
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

年
後
八
聴
か
ら
約
一
時
問

半
位
の
予
定

徳
永
夏
子
先
生
（
十
灘
町

　
　
　
衛
准
建
〉

▼
会
費
　
初
回
は
千
円
、
次
圓
か
ら

　
　
　
　
五
薄
円
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
禽
わ
せ
先
　
連
絡
係
・
小
野

　
　
　
塚
光
枝
A
松
之
由
）
ま
で

　
　
　
燈
六
ー
二
｝
五
九

弁
当
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
ふ
く
ろ
館
」
に
集
合
し
て
、
年

繭
十
一
時
か
ら
十
二
時
の
間
に
、
五

～
十
軒
ほ
ど
の
お
宅
に
お
弁
当
を
配

達
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
弁
当
配
達
は
、
第
㎜
丁
三
・
購

蕪
　
　
　
　
翠

　
セ
“

φ

募
集
し
て
い
ま
す

　
火
曜
臼
に
箋
施
し
て
い
ま
す
が
、
活

　
動
い
た
だ
く
の
は
年
八
園
程
度
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
松
之
山
溝
社
会
橿
祉

　
協
議
瓜
質
ま
で
　
（
岱
六
ー
三
七
〇
五
〉

鵜
“
睡
“
輪
“
ゆ
い
軸
㈹
“
“
擁
鴨
斜
｝
“
鴻
騨
”
樋
睡
斡
い
無
魍
“
“
蛎
版
観
“
b
騨
“
い
麺
触
“
ρ
隔
佃
腕
一
㎏
h
“
“
塾
幅
“
一
襲
叫
構
一
恥
蝋
“
い
鮎
蟻
騒
“
鵜
馳
輯
ψ
翰
鱒
袖
“
疑
“
摂
一
麺
鴨
群
μ
舞
“
鍵
蓑
聾
轟
藝
“
“
蓋
藝
馨
藝
賊
“
撃
糞
襲
叫
銭
葦
§
謹
蒔
嚢
箋
讐
慧
蕪
繋
講
蔓
藁
襲
襲
糞
蕪
§
嚢
鐸
襲
舞
§
警
慧
詫
襲
賊
襲
装
蕪
襲
鮭
護
聾
駿
鱒
韓
軽
§
蓑
蓑
華
馳
襲
嚢
蔓
蕊
蓑
聾
髭
蕪
婆
馨
藝
讐
襲
§
蓑
萎
篶
韓
鮭
藝
韓
駐
嚢
蒔
馨
馨
蓑
葬
§

巳ヒ≧腔腔匡

囚蓋

俳
　
句

摘
ん
で
来
し
香
り
仏
に
蕗
の
苔

彼
岸
会
や
別
世
界
な
る
法
話
聴
く

　
　
　
松
之
山
（
松
　
屋
）
　
佐
藤

雪
闘
よ
り
雪
間
を
繋
ぐ
野
鬼
の
跡

二
つ
三
つ
稲
株
見
え
て
雪
間
か
な

　
　
松
之
山
（
南
　
圏
）
　
高
沢

節
女

秀
女

抱
き
換
え
し
孫
ら
片
言
山
笑
う

さ
え
ず
り
や
椅
子
を
並
べ
て
離
乳
食

　
　
橋
　
詰
（
お
も
や
）
　
村
山

悦
夫

川
　
柳

鍋
の
具
は
焦
が
し
て
彼
岸
通
り
過
ぎ

浴
槽
に
お
湯
が
溢
れ
て
い
る
平
和

平
熱
に
戻
っ
た
妻
の
茶
が
逡
い

　
　
　
黒
　
倉
（
納
枚
囲
〉
　
草
村

柳
友
作
品
紹
介

七
色
に
少
し
足
り
な
い
老
い
の
虹

八
起
し
て
し
か
と
男
の
顔
に
な
る

九
粂
の
青
空
が
好
き
鯉
の
ぼ
り

茂
孝千

恵
子

治
　
代

濱
　
野
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羅

掌
周
礎

農
蜘

之
策
能

松浦霞小掌校摂

弁上　政身
」越欝　南本町’

あ
な
た
も
漢
字
検
定
に

　
　
　
　
　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
文
部
憲
認
定
の
「
漢
字
能
力
検
定

試
験
」
（
略
称
“
「
漢
検
㌧
を
松
之

由
分
校
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て

騰
年
。
そ
の
閥
に
初
の
準
一
級
奮
格

餐
の
誕
生
、
ま
た
二
級
に
合
絡
し
た

蕎
校
生
は
通
算
十
｝
人
、
三
級
合
格

轡
も
心
趨
算
十
六
入
と
な
り
、
各
級
で

も
多
数
の
合
格
奢
が
出
て
い
ま
す
心

　
今
年
度
の
漢
字
検
定
の
臼
程
が
決

ま
り
ま
し
た
。
第
一
灘
は
、
五
月
・

六
月
に
次
の
繊
程
で
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
　
「
社
会
人
の
一
般
鴬
識
し
と

い
わ
れ
る
二
級
を
溺
指
し
欝
っ
て
ご

参
撫
く
だ
さ
い
．

▼
検
定
級
一
～
七
級

▽
期
紹
・
会
場
　
五
月
三
十
日
〈
土
〉

　
安
塚
蕎
校
松
之
山
分
校
（
二
～
七

　
級
）
、
六
月
十
漏
麟
〈
欝
〉
上
越
蕎
陽
・

　
会
館
（
～
・
準
一
級
）

▼
受
験
資
格
　
鯛
限
な
し
（
複
数
級

　
受
験
も
可
）

▼
検
定
料
　
　
一
級
：
・
六
千
円
、
準
｝

　
級
…
五
千
円
、
二
級
…
照
千
円
、

　
三
～
七
級
…
工
千
円

▼
庸
込
方
法
　
指
定
の
鋼
し
込
み
粥

　
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
検
驚

　
料
を
添
え
て
串
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
　
饅
月
二
十
七
臼
（
月
）

　
鐙
年
必
着

▼
串
・
込
先
・
問
い
禽
わ
せ
先
　
松
之

　
由
【
分
校
・
穫
腿
井
ま
で
　
（
費
六
ー
二

　
〇
一
蓋
）

※
第
二
園
は
十
月
十
一
黛
（
沼
）
と
十

月
牽
七
臼
（
土
〉
、
第
三
懸
が
｝
月
十

六
鐵
（
土
）
と
一
月
二
牽
罎
R
欺
鷺
）
に

実
施
さ
れ
る
畢
定
で
す
。

ミ蝋　1、1灘鞘　、’欄3

浦田小掌校教諭

佐藤恵判子
「尊板町　与叛小）

松之山中掌校教頭

上野　裕文
（上越宿　城薦中）

松之出中掌校教諭

大館　崇夫
（長岡帯　東北中）

　
　
　
の

養
等
鯉

　
　
　
徳

剛
村
町

浦
鐙
日

　
　
　
跳
翻中　　

欝

塁
イ
勘
テ
t

指
ド
鯵

　
　
O

鶴
趣

転
出
さ
れ
た
先
生
方

〔
松
之
由
小
）
▽
中
墨
栂
立
溝
津

峡
小
校
長
・
小
野
塚
修
一
▽
浦
川

漂
村
立
末
広
小
教
諭
・
関
谷
ゆ
か

り
▽
新
井
市
立
斐
太
北
小
教
諭
・

鬼
山
輿
鐵
美
▽
上
越
帯
立
窟
岡
小

主
事
・
長
野
警
子

〔
松
墨
小
〕
▽
妙
高
村
立
関
山
小

教
諭
・
遠
藤
薦
治

〔
浦
田
小
）
▽
定
葎
退
職
・
丸
山

健
漁
▽
白
根
市
立
庄
瀬
小
教
諭
・

湯
照
洋
子
▽
邊
職
・
渡
辺
警
美

〔
松
之
出
中
）
▽
締
綺
購
立
締
嫡

中
教
頭
・
小
出
孝
一
郎
▽
新
潟
覆

立
内
野
中
教
諭
（
県
教
育
セ
ン
タ

ー
畏
期
醗
修
）
稲
葉
浩
一
▽
上
越

甫
立
春
羅
中
教
諭
・
吉
蠣
賜
美
▽

水
原
町
立
水
康
中
教
諭
・
志
藤
浩

仁

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で

　
　
　
　
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

　
A
フ
年
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
窯
が
始

ま
り
ま
し
た
姶
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
茄
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
朗
銭

▼
場
勝

▼
時
閥

▼
講
締

姻
月
二
猿
（
木
）
か
ら

購
露
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

年
後
八
聴
か
ら
約
一
時
問

半
位
の
予
定

徳
永
夏
子
先
生
（
十
灘
町

　
　
　
衛
准
建
〉

▼
会
費
　
初
回
は
千
円
、
次
圓
か
ら

　
　
　
　
五
薄
円
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
禽
わ
せ
先
　
連
絡
係
・
小
野

　
　
　
塚
光
枝
A
松
之
由
）
ま
で

　
　
　
燈
六
ー
二
｝
五
九

弁
当
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
ふ
く
ろ
館
」
に
集
合
し
て
、
年

繭
十
一
時
か
ら
十
二
時
の
間
に
、
五

～
十
軒
ほ
ど
の
お
宅
に
お
弁
当
を
配

達
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
弁
当
配
達
は
、
第
㎜
丁
三
・
購

蕪
　
　
　
　
翠

　
セ
“

φ

募
集
し
て
い
ま
す

　
火
曜
臼
に
箋
施
し
て
い
ま
す
が
、
活

　
動
い
た
だ
く
の
は
年
八
園
程
度
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
松
之
山
溝
社
会
橿
祉

　
協
議
瓜
質
ま
で
　
（
岱
六
ー
三
七
〇
五
〉

鵜
“
睡
“
輪
“
ゆ
い
軸
㈹
“
“
擁
鴨
斜
｝
“
鴻
騨
”
樋
睡
斡
い
無
魍
“
“
蛎
版
観
“
b
騨
“
い
麺
触
“
ρ
隔
佃
腕
一
㎏
h
“
“
塾
幅
“
一
襲
叫
構
一
恥
蝋
“
い
鮎
蟻
騒
“
鵜
馳
輯
ψ
翰
鱒
袖
“
疑
“
摂
一
麺
鴨
群
μ
舞
“
鍵
蓑
聾
轟
藝
“
“
蓋
藝
馨
藝
賊
“
撃
糞
襲
叫
銭
葦
§
謹
蒔
嚢
箋
讐
慧
蕪
繋
講
蔓
藁
襲
襲
糞
蕪
§
嚢
鐸
襲
舞
§
警
慧
詫
襲
賊
襲
装
蕪
襲
鮭
護
聾
駿
鱒
韓
軽
§
蓑
蓑
華
馳
襲
嚢
蔓
蕊
蓑
聾
髭
蕪
婆
馨
藝
讐
襲
§
蓑
萎
篶
韓
鮭
藝
韓
駐
嚢
蒔
馨
馨
蓑
葬
§

巳ヒ≧腔腔匡

囚蓋

俳
　
句

摘
ん
で
来
し
香
り
仏
に
蕗
の
苔

彼
岸
会
や
別
世
界
な
る
法
話
聴
く

　
　
　
松
之
山
（
松
　
屋
）
　
佐
藤

雪
闘
よ
り
雪
間
を
繋
ぐ
野
鬼
の
跡

二
つ
三
つ
稲
株
見
え
て
雪
間
か
な

　
　
松
之
山
（
南
　
圏
）
　
高
沢

節
女

秀
女

抱
き
換
え
し
孫
ら
片
言
山
笑
う

さ
え
ず
り
や
椅
子
を
並
べ
て
離
乳
食

　
　
橋
　
詰
（
お
も
や
）
　
村
山

悦
夫

川
　
柳

鍋
の
具
は
焦
が
し
て
彼
岸
通
り
過
ぎ

浴
槽
に
お
湯
が
溢
れ
て
い
る
平
和

平
熱
に
戻
っ
た
妻
の
茶
が
逡
い

　
　
　
黒
　
倉
（
納
枚
囲
〉
　
草
村

柳
友
作
品
紹
介

七
色
に
少
し
足
り
な
い
老
い
の
虹

八
起
し
て
し
か
と
男
の
顔
に
な
る

九
粂
の
青
空
が
好
き
鯉
の
ぼ
り

茂
孝千

恵
子

治
　
代

濱
　
野

9



1
の
寸
口
1

ま
ち
の
話
題

雪割草の魅力にうっとり

　　　　　　第婁回響割草展開催
鑛
　
三
月
十
難
欝
と
牽
五
鎌
の
二
藏
閥
、

懲
然
体
養
柑
セ
ン
タ
ー
を
会
場
瓢
第

一
濾
雲
割
草
展
が
顯
か
れ
ま
し
た
の

今
醐
の
嚢
綱
草
展
は
、
購
文
化
協
会

圏
讐
部
が
叢
催
し
た
も
の
で
、
こ
の

葭
は
会
貴
が
大
切
に
薄
て
て
き
た
霞

慢
の
嚢
割
苺
、
約
欝
七
十
鉢
が
展
承

さ
れ
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
朝
単
く
か
ら
大
勢
の
瞬

民
が
詰
め
か
け
花
を
鑑
賞
し
た
り
、

ま
た
会
鍛
の
皆
さ
ん
か
ら
花
の
説
明

や
欝
て
方
な
ど
を
熱
心
に
聞
く
人
も

い
て
、
溝
内
で
も
雪
翻
草
の
人
餓
の

嵩
さ
を
う
か
が
わ
せ
濠
し
た
窃
翻
製

部
で
は
、
来
年
も
雪
劃
革
展
を
闘
く

な
ど
し
金
嚢
を
増
や
し
て
行
き
た
い

と
議
し
て
い
ま
し
た
。

松之山での貴璽な体験に自信と誇りを

　　出村留学松之出挙園第舞期生が修園

　
、
．
舗
月
二
十
二
鷺
、
由
村
留
学
松
之

患
学
圏
の
粥
十
｝
期
鋭
　
鰺
購
灘
っ

ど
い
㌧
が
愚
然
休
繋
村
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
濠
し
た
．

　
昨
年
囎
月
か
ら
十
一
τ
の
　
ー
麟
妻
．

が
親
澱
を
離
れ
、
松
之
由
の
織
で
一

離
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
松
之
山
の
羅
畢
の
織
然
に
掌

び
な
が
ら
露
要
な
体
験
を
修
め
た
こ

と
導
翼
し
、
財
懸
法
人
欝
て
る
会
の

轡
木
理
事
長
か
・
　
ヂ
園
銚
．
人
）
と

り
に
修
翻
翼
が
夢
渡
惑
れ
濠
し
た
。

　
撫
村
露
学
一
年
の
ま
と
め
の
修
翻

作
文
で
は
、
山
村
留
掌
で
の
蕃
し
か

っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
発
褒
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
濫
　
「
立
派
紅
鷺
ち
感
謝
し

蓼園

轡

購
て
い
ま
ゲ
、
こ
の
大
き
な
み
や
げ
を

帰
っ
た
ら
親
子
で
ゆ
つ
く
り
と
ひ
も

と
い
て
費
き
た
い
L
と
詳
醐
熱
の
保

黛
灘
鞍
耕
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
ザ
、
、
送
る
榊
葉
と
雛
戴
ち
の

欝
繋
が
継
続
ざ
購
鋭
と
転
鷺
掌
園
熱

か
ら
あ
り
、
　
「
臓
嘩
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
け
ど
、
ぽ
く
ら
は
世
罪
で
・
璽
愚

の
難
弟
だ
っ
た
、
、
大
好
き
な
松
之
山

を
離
れ
る
け
ど
、
ま
た
遊
び
に
来
窟

す
し
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
．

　
式
典
の
鞭
後
は
十
｝
期
銚
の
心
の

き
ず
な
発
裟
が
あ
り
、
葬
園
鑑
全
鰻

に
よ
る
羅
銀
太
鼓
が
力
強
く
披
露
さ

れ
ま
し
た
．
掌
圏
盤
の
つ
ち
、
黒
人

が
継
続
生
と
し
て
今
年
度
も
松
之
山

掌
園
で
掌
ぶ
こ
と
紀
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
、
鷺

　
麟擦

　
嚢
鍵
留
学
趨
叢
撫
松
、
畿
蝋陥

警浦田地域の活性化に黙そぱ処”開業

　　　　　町農産物加工直食施設が完成

霧
懸

　
黒
月
難
鷺
、
瓜
年
慶
町
が
圏
の
補
助

金
を
受
け
て
進
め
て
き
た
農
由
漁
村
葛

齢
餐
熱
蓉
が
い
発
揮
健
進
壌
業
の
「
農

産
物
趣
工
直
食
施
設
」
が
完
成
し
、
藁
・

の
竣
コ
こ
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
ゆ

　
こ
の
施
設
は
浦
田
地
区
の
湯
之
轟
纂

落
に
建
設
し
た
も
の
で
、
地
元
産
の
ぶ
、

ば
粉
の
撫
ヱ
や
そ
ば
を
食
べ
さ
せ
る
施

設
で
す
。
二
階
に
は
難
修
黛
が
あ
り
、

集
落
の
集
会
や
各
種
概
修
会
な
ど
に
利

矯
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
貸

　
式
典
で
佐
藤
利
毒
町
長
は
、
　
「
こ
の

施
設
を
地
域
活
牲
の
起
爆
翻
に
し
て
ほ

し
い
“
と
お
い
さ
つ
。
施
設
の
名
称
は

地
域
の
心
を
表
わ
す
「
ほ
ほ
え
み
㌧
と

A
環
名
、
浦
田
地
鷹
活
性
化
婁
鍛
盆
が
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。
薫
月
六
露
か
ら
営

…
粟
が
開
始
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

イO

6年間の思い出胸に巣立ち

　　　　　　町内小学校で卒業式

　
三
月
二
十
五
欝
、
晦
内
三
つ
の
小
学

校
で
卒
業
証
書
擾
与
式
が
行
わ
れ
、
鶯

牽
五
人
（
松
之
撫
小
十
鷺
入
、
松
墾
小

十
黒
人
、
浦
脳
小
七
入
）
が
掌
び
禽
を

巣
立
ち
ま
し
た
邸

　
松
之
山
小
掌
校
で
は
午
蔚
十
時
か
ら

式
典
が
行
わ
れ
、
間
嶋
正
校
擾
か
ら
「
お

め
で
と
う
し
の
欝
葉
と
と
も
に
六
爺
間

の
努
力
の
証
と
し
て
卒
叢
盗
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
灘
が
墨
渡
轡
れ
象
し
た
．

　
劉
れ
の
　
葉
で
は
、
卒
叢
熱
が
学
校

盗
活
で
の
思
い
出
や
中
掌
熱
と
し
て
の

抱
負
が
述
ざ
れ
、
そ
し
て
簸
後
に
先

盤
方
や
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
へ
六
奪
閥

の
感
調
を
込
め
て
「
あ
9
が
と
う
し
の

需
葉
が
贈
わ
れ
ま
し
た
．

嚢びと感謝、決意を新たに

　　　　松之山中で33人が卒業

　
　
終
十
、
、
購
、
籔
之
出
中
掌
絞
で
籏
　
㎜

。
L
卜
｝
購
、
裳
翻
畢
授
淳
式
が
行
わ
れ
、
、

井
懸
数
．
叉
絞
叢
か
ら
卒
業
葱
、
郵
、
、
榊
人

弾
男
薫
牽
鰯
入
、
女
乎
牽
九
人
）
の
一

人
ひ
と
鞍
伊
蒼
蒙
弼
垂
が
墨
渡
さ
れ
ま

毛
キ
〆

　
践
辞
で
は
井
灘
校
擬
か
毒
、
　
、
獺
難
　
㎜

に
く
じ
け
ず
力
強
く
挑
戦
つ
づ
け
ず
、
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ

ま
し
た
．
ま
た
、
卒
叢
霊
を
代
褒
し
て

鰻
入
が
卒
叢
す
蚤
欝
び
と
茎
謝
の
餓
持
　
・

ら
、
粟
立
ち
響
く
決
憲
が
力
づ
よ
く
述

べ
ら
れ
、
犠
校
生
や
父
兇
の
狛
拳
の
中
、

黛
葬
闘
の
思
い
出
の
諮
ま
っ
た
学
び
愈

を
巣
立
っ
て
行
ぎ
ま
し
た
魯

食べて遊んで滑った一8
　　　　　　にぎわったスキーカーニバル

　
ス
キ
葦
シ
ー
ズ
ン
の
簸
後
を
飾
る

イ
ベ
ン
ト
「
第
十
五
翻
松
之
山
温
撮

ス
キ
肇
力
讐
ニ
バ
ル
」
が
黒
月
二
十

二
撫
、
温
泉
ス
キ
ー
場
で
醐
催
さ
れ

ま
し
た
．

　
今
難
は
ほ
く
轍
く
線
醐
業
…
周
年

記
念
と
し
て
調
縷
、
ス
キ
ー
の
ア
ル

ペ
ン
大
蜜
や
お
祭
り
広
場
外
、
の
ピ
エ

欝
シ
灘
ー
、
雪
上
ゲ
ー
ム
、
瞭
の
屡

含
轡
な
ど
紅
砥
千
人
の
ス
キ
ー
ヤ
…

や
家
搬
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
田
は
瞬
折
、
み
ぞ
れ
が
隣
っ

た
り
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
祭
り
の

醐
幕
と
と
も
紅
昧
の
騰
ム
村
に
は
．

大
熱
の
入
た
ち
が
瞭
霞
慢
の
料
理
を

翼
い
求
め
た
蓼
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の

誓
澱
や
と
ん
汁
で
冷
え
た
体
を
温
め

て
い
輩
し
た
。

’
憲
．
燃
懸

　
祭
り
の
呼
び
物
の
サ
｝
ヵ
ス
ピ
エ

ロ
シ
隷
ー
は
、
子
繊
た
ち
に
大
人
気
。

シ
鵠
ー
の
周
り
磁
は
人
壕
が
で
き
、

子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
も
ち
つ
き

大
会
で
は
も
ち
が
無
料
で
サ
ー
ビ
ス

さ
れ
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
に
毒
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
．

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、
ア
ル
ペ
b
、
／
大
会

と
水
上
ス
キ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
講
ス
キ

…
大
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
＾
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
銚
戦
す
る
な
ど
今
驚
も
祭
り

は
臓
ぎ
や
か
な
皿
一
鷺
と
な
り
ま
し
た
。

罪

鰍

・
懸
灘
鑛

召
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の
寸
口
1

ま
ち
の
話
題

雪割草の魅力にうっとり

　　　　　　第婁回響割草展開催
鑛
　
三
月
十
難
欝
と
牽
五
鎌
の
二
藏
閥
、

懲
然
体
養
柑
セ
ン
タ
ー
を
会
場
瓢
第

一
濾
雲
割
草
展
が
顯
か
れ
ま
し
た
の

今
醐
の
嚢
綱
草
展
は
、
購
文
化
協
会

圏
讐
部
が
叢
催
し
た
も
の
で
、
こ
の

葭
は
会
貴
が
大
切
に
薄
て
て
き
た
霞

慢
の
嚢
割
苺
、
約
欝
七
十
鉢
が
展
承

さ
れ
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
朝
単
く
か
ら
大
勢
の
瞬

民
が
詰
め
か
け
花
を
鑑
賞
し
た
り
、

ま
た
会
鍛
の
皆
さ
ん
か
ら
花
の
説
明

や
欝
て
方
な
ど
を
熱
心
に
聞
く
人
も

い
て
、
溝
内
で
も
雪
翻
草
の
人
餓
の

嵩
さ
を
う
か
が
わ
せ
濠
し
た
窃
翻
製

部
で
は
、
来
年
も
雪
劃
革
展
を
闘
く

な
ど
し
金
嚢
を
増
や
し
て
行
き
た
い

と
議
し
て
い
ま
し
た
。

松之山での貴璽な体験に自信と誇りを

　　出村留学松之出挙園第舞期生が修園

　
、
．
舗
月
二
十
二
鷺
、
由
村
留
学
松
之

患
学
圏
の
粥
十
｝
期
鋭
　
鰺
購
灘
っ

ど
い
㌧
が
愚
然
休
繋
村
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
濠
し
た
．

　
昨
年
囎
月
か
ら
十
一
τ
の
　
ー
麟
妻
．

が
親
澱
を
離
れ
、
松
之
由
の
織
で
一

離
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
松
之
山
の
羅
畢
の
織
然
に
掌

び
な
が
ら
露
要
な
体
験
を
修
め
た
こ

と
導
翼
し
、
財
懸
法
人
欝
て
る
会
の

轡
木
理
事
長
か
・
　
ヂ
園
銚
．
人
）
と

り
に
修
翻
翼
が
夢
渡
惑
れ
濠
し
た
。

　
撫
村
露
学
一
年
の
ま
と
め
の
修
翻

作
文
で
は
、
山
村
留
掌
で
の
蕃
し
か

っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
発
褒
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
濫
　
「
立
派
紅
鷺
ち
感
謝
し

蓼園

轡

購
て
い
ま
ゲ
、
こ
の
大
き
な
み
や
げ
を

帰
っ
た
ら
親
子
で
ゆ
つ
く
り
と
ひ
も

と
い
て
費
き
た
い
L
と
詳
醐
熱
の
保

黛
灘
鞍
耕
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
ザ
、
、
送
る
榊
葉
と
雛
戴
ち
の

欝
繋
が
継
続
ざ
購
鋭
と
転
鷺
掌
園
熱

か
ら
あ
り
、
　
「
臓
嘩
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
け
ど
、
ぽ
く
ら
は
世
罪
で
・
璽
愚

の
難
弟
だ
っ
た
、
、
大
好
き
な
松
之
山

を
離
れ
る
け
ど
、
ま
た
遊
び
に
来
窟

す
し
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
．

　
式
典
の
鞭
後
は
十
｝
期
銚
の
心
の

き
ず
な
発
裟
が
あ
り
、
葬
園
鑑
全
鰻

に
よ
る
羅
銀
太
鼓
が
力
強
く
披
露
さ

れ
ま
し
た
．
掌
圏
盤
の
つ
ち
、
黒
人

が
継
続
生
と
し
て
今
年
度
も
松
之
山

掌
園
で
掌
ぶ
こ
と
紀
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
、
鷺

　
麟擦

　
嚢
鍵
留
学
趨
叢
撫
松
、
畿
蝋陥

警浦田地域の活性化に黙そぱ処”開業

　　　　　町農産物加工直食施設が完成

霧
懸

　
黒
月
難
鷺
、
瓜
年
慶
町
が
圏
の
補
助

金
を
受
け
て
進
め
て
き
た
農
由
漁
村
葛

齢
餐
熱
蓉
が
い
発
揮
健
進
壌
業
の
「
農

産
物
趣
工
直
食
施
設
」
が
完
成
し
、
藁
・

の
竣
コ
こ
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
ゆ

　
こ
の
施
設
は
浦
田
地
区
の
湯
之
轟
纂

落
に
建
設
し
た
も
の
で
、
地
元
産
の
ぶ
、

ば
粉
の
撫
ヱ
や
そ
ば
を
食
べ
さ
せ
る
施

設
で
す
。
二
階
に
は
難
修
黛
が
あ
り
、

集
落
の
集
会
や
各
種
概
修
会
な
ど
に
利

矯
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
貸

　
式
典
で
佐
藤
利
毒
町
長
は
、
　
「
こ
の

施
設
を
地
域
活
牲
の
起
爆
翻
に
し
て
ほ

し
い
“
と
お
い
さ
つ
。
施
設
の
名
称
は

地
域
の
心
を
表
わ
す
「
ほ
ほ
え
み
㌧
と

A
環
名
、
浦
田
地
鷹
活
性
化
婁
鍛
盆
が
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。
薫
月
六
露
か
ら
営

…
粟
が
開
始
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

イO

6年間の思い出胸に巣立ち

　　　　　　町内小学校で卒業式

　
三
月
二
十
五
欝
、
晦
内
三
つ
の
小
学

校
で
卒
業
証
書
擾
与
式
が
行
わ
れ
、
鶯

牽
五
人
（
松
之
撫
小
十
鷺
入
、
松
墾
小

十
黒
人
、
浦
脳
小
七
入
）
が
掌
び
禽
を

巣
立
ち
ま
し
た
邸

　
松
之
山
小
掌
校
で
は
午
蔚
十
時
か
ら

式
典
が
行
わ
れ
、
間
嶋
正
校
擾
か
ら
「
お

め
で
と
う
し
の
欝
葉
と
と
も
に
六
爺
間

の
努
力
の
証
と
し
て
卒
叢
盗
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
灘
が
墨
渡
轡
れ
象
し
た
．

　
劉
れ
の
　
葉
で
は
、
卒
叢
熱
が
学
校

盗
活
で
の
思
い
出
や
中
掌
熱
と
し
て
の

抱
負
が
述
ざ
れ
、
そ
し
て
簸
後
に
先

盤
方
や
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
へ
六
奪
閥

の
感
調
を
込
め
て
「
あ
9
が
と
う
し
の

需
葉
が
贈
わ
れ
ま
し
た
．

嚢びと感謝、決意を新たに

　　　　松之山中で33人が卒業

　
　
終
十
、
、
購
、
籔
之
出
中
掌
絞
で
籏
　
㎜

。
L
卜
｝
購
、
裳
翻
畢
授
淳
式
が
行
わ
れ
、
、

井
懸
数
．
叉
絞
叢
か
ら
卒
業
葱
、
郵
、
、
榊
人

弾
男
薫
牽
鰯
入
、
女
乎
牽
九
人
）
の
一

人
ひ
と
鞍
伊
蒼
蒙
弼
垂
が
墨
渡
さ
れ
ま

毛
キ
〆

　
践
辞
で
は
井
灘
校
擬
か
毒
、
　
、
獺
難
　
㎜

に
く
じ
け
ず
力
強
く
挑
戦
つ
づ
け
ず
、
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ

ま
し
た
．
ま
た
、
卒
叢
霊
を
代
褒
し
て

鰻
入
が
卒
叢
す
蚤
欝
び
と
茎
謝
の
餓
持
　
・

ら
、
粟
立
ち
響
く
決
憲
が
力
づ
よ
く
述

べ
ら
れ
、
犠
校
生
や
父
兇
の
狛
拳
の
中
、

黛
葬
闘
の
思
い
出
の
諮
ま
っ
た
学
び
愈

を
巣
立
っ
て
行
ぎ
ま
し
た
魯

食べて遊んで滑った一8
　　　　　　にぎわったスキーカーニバル

　
ス
キ
葦
シ
ー
ズ
ン
の
簸
後
を
飾
る

イ
ベ
ン
ト
「
第
十
五
翻
松
之
山
温
撮

ス
キ
肇
力
讐
ニ
バ
ル
」
が
黒
月
二
十

二
撫
、
温
泉
ス
キ
ー
場
で
醐
催
さ
れ

ま
し
た
．

　
今
難
は
ほ
く
轍
く
線
醐
業
…
周
年

記
念
と
し
て
調
縷
、
ス
キ
ー
の
ア
ル

ペ
ン
大
蜜
や
お
祭
り
広
場
外
、
の
ピ
エ

欝
シ
灘
ー
、
雪
上
ゲ
ー
ム
、
瞭
の
屡

含
轡
な
ど
紅
砥
千
人
の
ス
キ
ー
ヤ
…

や
家
搬
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
田
は
瞬
折
、
み
ぞ
れ
が
隣
っ

た
り
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
祭
り
の

醐
幕
と
と
も
紅
昧
の
騰
ム
村
に
は
．

大
熱
の
入
た
ち
が
瞭
霞
慢
の
料
理
を

翼
い
求
め
た
蓼
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の

誓
澱
や
と
ん
汁
で
冷
え
た
体
を
温
め

て
い
輩
し
た
。

’
憲
．
燃
懸

　
祭
り
の
呼
び
物
の
サ
｝
ヵ
ス
ピ
エ

ロ
シ
隷
ー
は
、
子
繊
た
ち
に
大
人
気
。

シ
鵠
ー
の
周
り
磁
は
人
壕
が
で
き
、

子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
も
ち
つ
き

大
会
で
は
も
ち
が
無
料
で
サ
ー
ビ
ス

さ
れ
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
に
毒
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
．

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、
ア
ル
ペ
b
、
／
大
会

と
水
上
ス
キ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
講
ス
キ

…
大
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
＾
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
銚
戦
す
る
な
ど
今
驚
も
祭
り

は
臓
ぎ
や
か
な
皿
一
鷺
と
な
り
ま
し
た
。
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事
業
案
内
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％

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

民
俗
資
料
舘
　
　
　
㎜

ヂ
ォ
ー
げ
レ
辺
…
」

　
冬
鰯
闘
閉
館
し
て
い
濠
し
た
鍛
密

資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
年

度
も
ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

▼
闘
館
鷺
　
4
月
％
田
（
沼
）

▼
闘
館
縛
閥
　
午
繭
9
時
～
午
後
5

　
　
　
　
　
時
濠
で

▼
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
玉
0
0
円

▼
休
館
撮
　
簿
週
火
曜
β

陽
リ

　
み
ん
な
で
自
然
が
美
し
い
松
之
街

町
の
大
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
今
隼

は
、
窒
き
無
等
の
散
乱
及
び
潔
イ
捨

て
防
血
条
例
の
劔
定
に
と
も
な
い

　
「
み
ど
り
の
礒
し
に
実
施
し
ま
す
ひ

▼
期
藏
4
月
2
9
g
（
水
）
視
藏

▼
時
間
釜
削
7
時
～
隼
麟
8
購

▼
場
斯
　
驚
内
の
童
要
道
踏
周
辺

▼
活
動
　
各
集
落
単
位

ク
斑
カ
ン
大
会
の
中
正

　
4
月
廻
臼
（
臼
）
韓
予
建
し
て
い
ま

し
た
「
第
鶏
園
松
之
山
温
泉
ク
獄
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
』

は
、
会
場
と
な
る
大
厳
寺
蔑
原
が
少

霧
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
．

隅
囚
属
日
］

　
今
年
も
5
3
名
の
着
響
が
成
人
式
を

迎
え
濠
す
。
新
成
入
の
み
な
さ
ん
、

来
来
に
陶
か
つ
て
限
り
な
い
酒
躍
を

朗
待
し
ま
す
、

▼
期
鷺
　
5
月
3
鐵
（
嬢
）

▼
時
聞
　
午
繭
9
時
～

▼
倉
場
　
自
然
休
養
紺
セ
ン
タ
ー

圏
関
劇
園
轡

　
大
好
評
だ
っ
た
湯
鳥
大
掌
が
今
年

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第
一
回
は
入

学
式
と
佐
藤
利
毒
町
長
の
講
謡
で
す
。

▼
期
研
　
5
題
1
縫
（
金
）

▼
晦
問
　
年
繭
m
蒔
3
0
分
～
午
後
1

　
　
　
　
時
3
0
分

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鳳
縄
ヤ
閲
囹

　
町
内
の
女
性
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
．

▼
期
懸
　
5
月
縁
環
（
木
）

▼
聴
間
　
隼
後
7
時
～

▼
会
場
　
町
艮
体
膏
館

～自浅に個性を生かしてトライ！～平成獅年度　教室・講座のご案内

　　　主　な　内　容二廼　聾対溺
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楽しめる活動について学ぴます群 毎月第2金曜鷺夜
小掌1鑑濠て

子を持つ父

得意な分野を作りましょう。 毎月第2金曜霞夜 購臓成
樽もとづいた砥修会で楽しみましょうウ 毎月王鐡 女　　牲

レバーが元気に楽しく学びます。 毎月第三木曜覆昼 65歳以．L

・な自然の中で学びます 毎月第3月曜顕昼 小学生と親

旨びます。 6月紅5鐵 町民一般

気なく生濤の中にとり入れます。 毎月第玉火曜総夜 購罠一般
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4
月
1
B
か
ら
「
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
の

指
定
翻
度
と
給
水
装
置
工
事
の
取
扱
が
変
わ
り
ま
す

給
水
装
置
工
事
の

内
容
と
そ
の
取
り
扱
い

　
給
水
襲
鐙
の
設
置
ま
た
は
、
変
更

の
工
事
に
つ
い
て
は
、
臨
ま
た
は
指

定
給
水
嚢
置
工
事
事
業
春
以
外
の
者

は
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
甘
ん
。

★
設
置
工
事
は
新
纂
、
改
築
な
ど
に

　
よ
り
、
給
水
装
麗
を
整
備
す
る
工

　
事
で
す
。

★
変
更
の
工
事
は
じ
ゃ
鑓
等
の
塔
設
、

　
変
翼
、
修
繕
、
廃
止
の
工
事
を
い

　
い
ま
す
。
た
だ
し
、
じ
ゃ
鶯
の
取

　
替
え
及
び
パ
ツ
キ
ン
の
取
替
え
、

　
そ
の
飽
配
管
を
俸
わ
な
い
工
事
は

　
除
き
ま
す
。

指
定
工
事
店
舗
度

　
　
　
　
の
慧
義

　
町
で
は
、
き
れ
い
な
水
を
供
給
す

る
た
め
水
道
の
維
持
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
給
水
管
は
配
水
管
と
直
結
し
て
お

り
、
給
水
装
置
の
構
造
、
材
質
が
水

質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
蜜
す
。

こ
の
た
め
、
購
で
は
給
水
襲
置
の
構

造
及
ぴ
材
質
に
基
準
を
定
め
ま
し
た
億

　
給
水
襲
麗
は
、
土
の
申
や
壁
の
中

ぼ
埋
ま
っ
て
し
濠
う
た
め
、
給
水
装

置
工
事
を
安
心
し
て
伍
さ
れ
る
暫
を

指
定
し
濠
し
た
。

　
現
往
の
指
定
店
は
、
次
の
八
社
で

す
。
こ
れ
以
外
の
藁
餐
に
は
依
頼
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
．
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　　　　給水装置とは

給水装置とは、配水管から分鮫した給水管及ぴ

これに趨：結する水道メーター及びじゃ口です。
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r

　
今
月
畢
か
ら
東
頸
城
穴
町
柑
の

広
域
広
報
と
し
て
、
　
嚇
棄
頸
城
ふ

る
さ
と
晃
て
歩
記
無
が
ス
タ
葦
ト

し
ま
す
。
家
ず
は
牧
射
で
す
．

　
残
嚢
の
中
、
待
ち
こ
が
れ
て
い

た
よ
う
な
プ
ナ
の
芽
吹
き
。
霧
の

圏
は
ゆ
っ
た
り
と
騒
覚
め
、
野
に

　
　
も
え
ぎ

山
に
萌
黄
毯
の
魔
法
を
灯
し
て
い

き
ま
す
。

　
ゆ
る
ん
だ
大
気
や
騰
の
ぬ
く
も

り
、
綴
の
せ
せ
ら
ぎ
に
も
春
の
匂

い
。
長
く
厳
し
い
冬
を
体
験
す
る

か
ら
こ
そ
、
新
し
い
季
節
を
迎
え

る
婁
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　
こ
こ
、
牧
紺
の
ふ
る
さ
と
材
葭

然
と
懇
の
森
で
も
、
山
々
が
遅
い

春
を
感
じ
…
斉
に
緑
の
じ
ゅ
う
た

ん
が
広
が
り
ま
す
ゆ
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
ボ
タ
ン
桜
、
山
桜
な
ど
が
隻

ー
…
ノ

　
　
榊

き
鷹
き
と
ピ
ン
ク
の
花
を
披
麗
し
一

ま
す
。

　
圏
月
二
十
五
β
か
ら
春
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
お
花
兇
会
と
俳
句

短
歌
大
会
が
闘
か
れ
震
す
麟
園
内

の
一
醐
ヘ
ク
タ
…
ル
に
五
十
本
以

上
の
桜
が
櫨
わ
っ
て
い
ま
す
、
中

に
は
、
黄
色
い
花
を
つ
け
る
桜
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
桜
花
満
闘
の
も

と
で
、
副
句
ま
た
は
岬
酋
ひ
ね
っ

て
み
ま
せ
ん
か
な
す
ば
ら
し
い
俳

句
や
短
歌
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
牧
村
の
方
は
も
ち
ろ
ん
。
東

頸
城
筏
住
の
方
、
上
越
驚
方
瀬
の

方
、
ど
な
た
で
も
参
撫
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
九
黛
か
ら
「
菜
の

花
ま
つ
ウ
し
が
醐
か
れ
ま
す
。
着

葉
が
膏
々
と
萌
え
盛
り
、
黄
魯
の

菜
の
花
が
霞
を
奪
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ふ
る
さ
と
村
霞
然
と
懇
の
森
へ
お

餓
で
く
だ
さ
い
。
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冬
鰯
闘
閉
館
し
て
い
濠
し
た
鍛
密

資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
年

度
も
ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

▼
闘
館
鷺
　
4
月
％
田
（
沼
）

▼
闘
館
縛
閥
　
午
繭
9
時
～
午
後
5

　
　
　
　
　
時
濠
で

▼
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
玉
0
0
円

▼
休
館
撮
　
簿
週
火
曜
β

陽
リ

　
み
ん
な
で
自
然
が
美
し
い
松
之
街

町
の
大
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
今
隼

は
、
窒
き
無
等
の
散
乱
及
び
潔
イ
捨

て
防
血
条
例
の
劔
定
に
と
も
な
い

　
「
み
ど
り
の
礒
し
に
実
施
し
ま
す
ひ

▼
期
藏
4
月
2
9
g
（
水
）
視
藏

▼
時
間
釜
削
7
時
～
隼
麟
8
購

▼
場
斯
　
驚
内
の
童
要
道
踏
周
辺

▼
活
動
　
各
集
落
単
位

ク
斑
カ
ン
大
会
の
中
正

　
4
月
廻
臼
（
臼
）
韓
予
建
し
て
い
ま

し
た
「
第
鶏
園
松
之
山
温
泉
ク
獄
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
』

は
、
会
場
と
な
る
大
厳
寺
蔑
原
が
少

霧
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
．

隅
囚
属
日
］

　
今
年
も
5
3
名
の
着
響
が
成
人
式
を

迎
え
濠
す
。
新
成
入
の
み
な
さ
ん
、

来
来
に
陶
か
つ
て
限
り
な
い
酒
躍
を

朗
待
し
ま
す
、

▼
期
鷺
　
5
月
3
鐵
（
嬢
）

▼
時
聞
　
午
繭
9
時
～

▼
倉
場
　
自
然
休
養
紺
セ
ン
タ
ー

圏
関
劇
園
轡

　
大
好
評
だ
っ
た
湯
鳥
大
掌
が
今
年

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第
一
回
は
入

学
式
と
佐
藤
利
毒
町
長
の
講
謡
で
す
。

▼
期
研
　
5
題
1
縫
（
金
）

▼
晦
問
　
年
繭
m
蒔
3
0
分
～
午
後
1

　
　
　
　
時
3
0
分

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鳳
縄
ヤ
閲
囹

　
町
内
の
女
性
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
．

▼
期
懸
　
5
月
縁
環
（
木
）

▼
聴
間
　
隼
後
7
時
～

▼
会
場
　
町
艮
体
膏
館
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心
r

　
今
月
畢
か
ら
東
頸
城
穴
町
柑
の

広
域
広
報
と
し
て
、
　
嚇
棄
頸
城
ふ

る
さ
と
晃
て
歩
記
無
が
ス
タ
葦
ト

し
ま
す
。
家
ず
は
牧
射
で
す
．

　
残
嚢
の
中
、
待
ち
こ
が
れ
て
い

た
よ
う
な
プ
ナ
の
芽
吹
き
。
霧
の

圏
は
ゆ
っ
た
り
と
騒
覚
め
、
野
に

　
　
も
え
ぎ

山
に
萌
黄
毯
の
魔
法
を
灯
し
て
い

き
ま
す
。

　
ゆ
る
ん
だ
大
気
や
騰
の
ぬ
く
も

り
、
綴
の
せ
せ
ら
ぎ
に
も
春
の
匂

い
。
長
く
厳
し
い
冬
を
体
験
す
る

か
ら
こ
そ
、
新
し
い
季
節
を
迎
え

る
婁
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　
こ
こ
、
牧
紺
の
ふ
る
さ
と
材
葭

然
と
懇
の
森
で
も
、
山
々
が
遅
い

春
を
感
じ
…
斉
に
緑
の
じ
ゅ
う
た

ん
が
広
が
り
ま
す
ゆ
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
ボ
タ
ン
桜
、
山
桜
な
ど
が
隻

ー
…
ノ

　
　
榊

き
鷹
き
と
ピ
ン
ク
の
花
を
披
麗
し
一

ま
す
。

　
圏
月
二
十
五
β
か
ら
春
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
お
花
兇
会
と
俳
句

短
歌
大
会
が
闘
か
れ
震
す
麟
園
内

の
一
醐
ヘ
ク
タ
…
ル
に
五
十
本
以

上
の
桜
が
櫨
わ
っ
て
い
ま
す
、
中

に
は
、
黄
色
い
花
を
つ
け
る
桜
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
桜
花
満
闘
の
も

と
で
、
副
句
ま
た
は
岬
酋
ひ
ね
っ

て
み
ま
せ
ん
か
な
す
ば
ら
し
い
俳

句
や
短
歌
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
牧
村
の
方
は
も
ち
ろ
ん
。
東

頸
城
筏
住
の
方
、
上
越
驚
方
瀬
の

方
、
ど
な
た
で
も
参
撫
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
九
黛
か
ら
「
菜
の

花
ま
つ
ウ
し
が
醐
か
れ
ま
す
。
着

葉
が
膏
々
と
萌
え
盛
り
、
黄
魯
の

菜
の
花
が
霞
を
奪
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ふ
る
さ
と
村
霞
然
と
懇
の
森
へ
お

餓
で
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
む
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
総
務
諜
住
戻
係

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
ご
蕃
労
さ
ま
で
し
た
。

　
臨
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
所
が
発
行
す

る
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
で
國
民
健
康
保
険
の
纐
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
　
「
㈱
　
」
の
保
険
証
で
出
稼

ぎ
さ
れ
た
方
は
、
役
場
に
至
急
お
返

し
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

周
…
園
必
ず
保
険
証
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
が
新
し

く
な
っ
た
ら
、
匿
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
お
手
元

に
縄
か
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
憲
を

医
療
機
関
に
確
し
綴
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
9
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
鷹
療
機
関
へ
提
示
し
な
か

っ
た
場
愈
は
、
医
療
費
が
全
額
懲
己

負
掻
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
ご
泣
慧
く
だ
さ
い
．

　
臨
昆
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
総
務
諜
揺
罠
係
へ

平
成
憩
年
度
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会

　
　
　
　
　
県
文
化
行
政
課

　
登
録
を
受
け
た
銃
砲
ま
た
は
刀
剣

類
を
譲
受
、
相
続
、
貸
付
、
保
管
の

委
託
を
し
た
時
は
麗
け
出
が
必
要
で

す
。
宋
登
録
の
銃
砲
・
刀
剣
類
を
所

持
し
て
い
る
方
は
、
次
の
臼
程
で
登

録
審
蒼
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
で
審
奮
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
及
び
時
間
（
い
ず
れ
も
午
前

　
鎗
蒔
～
年
後
2
時
3
0
分
）

・
新
潟
会
場
（
凝
庁
行
政
庁
舎
金
議

　
蜜
）
4
月
2
4
臼
、
8
月
2
1
鷺
、
H

　
月
2
0
臼
、
平
成
獄
年
1
月
2
2
獄

・
長
岡
会
場
（
擾
岡
総
合
庁
會
会
議

　
室
〉
6
月
2
6
総
、
鐙
月
賂
日
、
平

　
成
H
年
2
月
欝
沼

▼
審
査
会
は
持
参
す
る
も
の

　
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲

　
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
漏

　
（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
〉

　
③
審
甕
手
数
料
　
　
（
玉
件
紅
つ
き

　
5
、
9
0
0
円
を
新
潟
票
収
入
証

　
紙
で
納
入
す
る
）
④
印
鑑

▼
間
い
合
わ
せ
先
　
新
潟
県
教
育
庁

　
文
化
行
政
諜
文
化
係
　
費
0
2
5

　
－
2
8
5
－
5
5
三
三
（
内
線
3

　
9
ま
2
〉

募
集
〃

霞
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
　
　
自
衛
隊
高
碑
募
集
事
務
斯

【
㎜
般
・
技
術
｝

▼
受
付
期
問
　
平
成
鎗
奪
4
月
8
篠

　
（
水
）
～
5
月
焉
鷺
（
金
）
ま
で

▼
試
験
　
　
一
次
試
験
6
月
6
臼
（
土
〉

　
筆
記
試
験
、
6
懲
7
郷
（
臼
〉
飛
行

　
要
員
希
望
蕎
の
み

▼
癒
募
資
格
　
沼
本
鼠
籍
を
奮
し
、

　
平
成
H
年
4
月
1
鷺
環
往
、
2
2
歳

　
以
上
2
6
歳
未
満
で
大
掌
卒
業
程
度

　
の
掌
力
を
禽
す
る
籍

　
大
学
院
修
士
課
穣
修
了
餐
（
見
込

　
み
〉
に
つ
い
て
は
2
8
歳
来
満

▼
問
い
合
わ
せ
　
臼
衛
隊
新
潟
地
方

　
連
絡
部
　
蕎
田
募
集
事
務
所
へ

廟
関
騰
び
U

　
先
月
畢
3
べ
ー
ジ
の
分
甥
収
集
で
、

町
雑
誌
類
細
は
霞
紙
と
し
て
収
集
す

る
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
　
蝿
燃
え

る
ゴ
ミ
輪
と
し
て
収
集
す
る
の
誤
り

で
し
た
．
訂
蕉
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
正
し
い
ご
み
の
繊
し
方
は
、
す
で

に
醗
布
し
て
あ
り
ま
す
「
家
廉
ご
み

の
出
し
方
し
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ンします〃

寺高原
巧
厳
｝
オ
大

㎜

　4月25臼（土）から大厳寺蕎漂の

毬希望館濤と塗ば一どが」でん書

が孝一プンします。

　また、土曜β・段曜iヨ・祝祭臼

毒こは建バイキング料理露でお楽し

みいただけます癖

　夏には、漁にボートを浮かべた

り、爺念樹の嵐場、撫スモス嬢を

新設して、お楽しみ嶺ただけるよ

う盗しますので、ご利罵ください

ますようご案内樋だしまず。

　※兎P露i天鼠畠ぎ翠の湯濤は、

1　4灘蒙獲繕オープンしました。
き

i　　　　畷興課
一

山火事・焚き火火災予防運動

　　4月15日～5月14田
「火の用心　愛する山への　思いやり」

　雪解けとと叡こ、山菜採りやハイキングなどで野山にでかけることが

多くなり、焚き火の不始末やタバコの投げ捨てによる山火事が多く発生

することから、山火事・焚き火火災予防運動を行います。

1、橘れ草等のある火災が起きやすい場漸では、焚き火をしないこと．

2、焚き火の場所を離れるときは完全に消火すること。

3、強風碍及び乾燥蒔には、焚き火や火入れ　　武＼　瓜くヘハ

量σ惣灘
犬《煽心
　　ぢ
　稗吻　 趨
　　轡松之山分遣斯

雪解けとと叡こ、山菜採りやハイキングな

シくなり、焚き火の不始末やタバコの投げ捨

hることから、山火事・焚き火火災予防運動

《璽点事項》

1、橘れ草等のある火災が起きやすい場漸で

2、焚き火の場所を離れるときは完全に消火

3、強風碍及び乾燥蒔には、焚き火や火入れ

をしないこと。

4、火入れウ）許可は必ず受けること。　（多量

の煙が発生する場含）

5、たばこの吸い殼は必ず消すととも紀、投

げ捨てない鍔と。

6、火遊びはしないこと。

5総鷺1野は必ず灘とも巖毯

ー
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；
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津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
麓
願
い

　
4
月
1
臼
か
ら
し
尿
汲
み
取
り
手

数
料
が
表
魚
）
の
と
お
り
改
定
と
な

り
ま
し
た
。
侮
分
の
．
こ
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

例
し
塚
汲
み
取
緋
手
数
料
繍

蓑（一）

し尿汲取手数料 改定後

1圓に　300リットノレ以ま二の

汲み取りで鎗リットル当り
58円

王回に300リットル未満の

汲み取りは一律
王，740円

糊
汲
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
U

①
4
～
5
月
は
春
の
汲
み
取
り
依
頼

　
で
大
変
紅
混
雑
し
ま
す
。
余
裕
を

　
も
っ
て
お
鄭
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
便
槽
に
余
裕
が
あ
る
の
に
、
む
や

　
み
に
汲
み
取
り
を
俄
頼
し
な
い
よ

　
う
鷺
ご
ろ
か
ら
便
槽
の
管
理
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
濠
た
、
便
槽
内
に
捨
て
ら
れ
た

　
ビ
ニ
…
ル
な
ど
の
ゴ
ム
が
処
理
設

　
備
の
故
障
猿
晒
と
な
り
鰻
っ
て
い

　
ま
す
。
ト
イ
レ
は
ゴ
ミ
箱
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
ご
漣
意
く
だ
さ
い
麟

③
近
母
、
下
水
道
接
続
工
欝
に
伴
う

　
も
の
、
工
事
規
場
や
イ
ベ
ン
ト
会

　
場
な
ど
仮
設
ト
イ
レ
の
緊
急
の
汲

　
み
取
り
対
応
に
圃
っ
て
い
ま
す
．

　
あ
ら
か
じ
め
欝
瀬
し
て
汲
み
取
り

灘鞭⑱ゆ誠δ
る毒・　撃す・

雛嚢磁や
凱翻議
懇羅濠

　
婁
託
業
餐
へ
ご
獺
談
く
だ
さ
い
。

糊
汲
み
取
鱗
料
金
の
納
入
に
つ
い
て
扁

①
汲
み
取
り
手
数
料
は
汲
み
取
り
鰻

　
に
現
金
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く
の

　
が
漂
則
で
す
．

②
料
金
来
納
の
場
奮
、
再
び
依
頼
さ

　
れ
て
も
納
入
を
確
認
し
た
後
に
汲

　
み
取
り
作
業
を
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
の
で
ご
濾
意
く
だ
さ
い
、

【
汲
み
取
秘
の
依
頼
先
委
託
業
考
一

株
式
会
縫

7
｛
武
》
5
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．
9
勧
σ
ヤ

　
　
　
磁
．
　
揚
ノ

，　
コ
霜
霧
　
　
　
磐

　
　
“
　
　
　
　
阿
　
　
・
　
爵

櫨
　
灘
醐

　
　
　
　
　
　
　
．
㊤
、

　
　
♂
　
騨
唇
　
ぜ

　
冨
醇
壷
ノ
　
．
“

3
　
　
ー

中
央
溝
掃
　
徹
0
2
5

2
4
3
歪

　
　
　
⇔
ぐ

　
　
　
　
（

　
　
　
　
↑監

”

踊

繍

露噸

難
㎜

→越後湯沢駅今年も松之山←

｝｝

「ふるさと号」を運行します。

　　　　　　塒刻劃
松 之　出鱒越後湯沢駅 越後湯沢駅嫉松　之

出「

　」
豊 覆　発 8130 i3130 新 あ縛鵬誘灘謝
松之由温果発 8：50 ユ3：50 幹 東窟発 　轡8：48ほ5100
松之山診療勝離発 8：55 王3：55 線藩雌』・嘩醸
1東鮒　発 §：03 三4：む3 越後湯沢駅鱈鶯発ho：3絹欝125i

玉

駄越後湯沢駅灘コ着

鵬
蔦：玉o 東ll晴慌3瀟F瓢

新 あさひ3憩 あさひ322 松之山診療所藩着　難：45 17140i

幹 越後湯沢驚 鐙13§ 篶：3王 松之山温衆着　　　n二50 17’婆5

燗線 東窟着 玉2100 16：騒 豊　聡　養　　　　捻：鐙 ま8105i

（漉）町』内は乗車のみですか （淀〉購内は降箪のみです。
博
」

ご癬、瞭内での傭留斯はと翻以外に 湯之轟　大欝　兎鑓　湯出（溝八商i
亀

」

1…匪）灘難購豪騨罐薪墨鞭劉
問い禽わせ：松之撫町役場振興謙　紐G2559－6－3ま31

　　　　　東頸バス松代営業瑛費競55併7－2鍛8

關
議
醗
瞬
蝦
鰍

ンウィーク
卿5月憩磯塞での玉6段闘藷

≧7・28。29。30

3。4．5．6．繭

　体　　み
～＄蹴鑛まで畷韻闘
iか1玉・12・逸3・ユ4・王5・16・三7

2（｝．2工の22。23

・　年始
義～芝綴獺までの2講剛
28・29・3（｝Q3王

3，4・5“6．7嚇8■9・玉O

i3“14噛15魯16．17

翻

）0円子供80粥

‘5
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戻
係

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
ご
蕃
労
さ
ま
で
し
た
。

　
臨
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
所
が
発
行
す

る
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
で
國
民
健
康
保
険
の
纐
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
　
「
㈱
　
」
の
保
険
証
で
出
稼

ぎ
さ
れ
た
方
は
、
役
場
に
至
急
お
返

し
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

周
…
園
必
ず
保
険
証
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
が
新
し

く
な
っ
た
ら
、
匿
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
お
手
元

に
縄
か
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
憲
を

医
療
機
関
に
確
し
綴
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
9
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
鷹
療
機
関
へ
提
示
し
な
か

っ
た
場
愈
は
、
医
療
費
が
全
額
懲
己

負
掻
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
ご
泣
慧
く
だ
さ
い
．

　
臨
昆
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
総
務
諜
揺
罠
係
へ

平
成
憩
年
度
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会

　
　
　
　
　
県
文
化
行
政
課

　
登
録
を
受
け
た
銃
砲
ま
た
は
刀
剣

類
を
譲
受
、
相
続
、
貸
付
、
保
管
の

委
託
を
し
た
時
は
麗
け
出
が
必
要
で

す
。
宋
登
録
の
銃
砲
・
刀
剣
類
を
所

持
し
て
い
る
方
は
、
次
の
臼
程
で
登

録
審
蒼
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
で
審
奮
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
及
び
時
間
（
い
ず
れ
も
午
前

　
鎗
蒔
～
年
後
2
時
3
0
分
）

・
新
潟
会
場
（
凝
庁
行
政
庁
舎
金
議

　
蜜
）
4
月
2
4
臼
、
8
月
2
1
鷺
、
H

　
月
2
0
臼
、
平
成
獄
年
1
月
2
2
獄

・
長
岡
会
場
（
擾
岡
総
合
庁
會
会
議

　
室
〉
6
月
2
6
総
、
鐙
月
賂
日
、
平

　
成
H
年
2
月
欝
沼

▼
審
査
会
は
持
参
す
る
も
の

　
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲

　
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
漏

　
（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
〉

　
③
審
甕
手
数
料
　
　
（
玉
件
紅
つ
き

　
5
、
9
0
0
円
を
新
潟
票
収
入
証

　
紙
で
納
入
す
る
）
④
印
鑑

▼
間
い
合
わ
せ
先
　
新
潟
県
教
育
庁

　
文
化
行
政
諜
文
化
係
　
費
0
2
5

　
－
2
8
5
－
5
5
三
三
（
内
線
3

　
9
ま
2
〉

募
集
〃

霞
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
　
　
自
衛
隊
高
碑
募
集
事
務
斯

【
㎜
般
・
技
術
｝

▼
受
付
期
問
　
平
成
鎗
奪
4
月
8
篠

　
（
水
）
～
5
月
焉
鷺
（
金
）
ま
で

▼
試
験
　
　
一
次
試
験
6
月
6
臼
（
土
〉

　
筆
記
試
験
、
6
懲
7
郷
（
臼
〉
飛
行

　
要
員
希
望
蕎
の
み

▼
癒
募
資
格
　
沼
本
鼠
籍
を
奮
し
、

　
平
成
H
年
4
月
1
鷺
環
往
、
2
2
歳

　
以
上
2
6
歳
未
満
で
大
掌
卒
業
程
度

　
の
掌
力
を
禽
す
る
籍

　
大
学
院
修
士
課
穣
修
了
餐
（
見
込

　
み
〉
に
つ
い
て
は
2
8
歳
来
満

▼
問
い
合
わ
せ
　
臼
衛
隊
新
潟
地
方

　
連
絡
部
　
蕎
田
募
集
事
務
所
へ

廟
関
騰
び
U

　
先
月
畢
3
べ
ー
ジ
の
分
甥
収
集
で
、

町
雑
誌
類
細
は
霞
紙
と
し
て
収
集
す

る
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
　
蝿
燃
え

る
ゴ
ミ
輪
と
し
て
収
集
す
る
の
誤
り

で
し
た
．
訂
蕉
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
正
し
い
ご
み
の
繊
し
方
は
、
す
で

に
醗
布
し
て
あ
り
ま
す
「
家
廉
ご
み

の
出
し
方
し
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ンします〃

寺高原
巧
厳
｝
オ
大

㎜

　4月25臼（土）から大厳寺蕎漂の

毬希望館濤と塗ば一どが」でん書

が孝一プンします。

　また、土曜β・段曜iヨ・祝祭臼

毒こは建バイキング料理露でお楽し

みいただけます癖

　夏には、漁にボートを浮かべた

り、爺念樹の嵐場、撫スモス嬢を

新設して、お楽しみ嶺ただけるよ

う盗しますので、ご利罵ください

ますようご案内樋だしまず。

　※兎P露i天鼠畠ぎ翠の湯濤は、

1　4灘蒙獲繕オープンしました。
き

i　　　　畷興課
一

山火事・焚き火火災予防運動

　　4月15日～5月14田
「火の用心　愛する山への　思いやり」

　雪解けとと叡こ、山菜採りやハイキングなどで野山にでかけることが

多くなり、焚き火の不始末やタバコの投げ捨てによる山火事が多く発生

することから、山火事・焚き火火災予防運動を行います。

1、橘れ草等のある火災が起きやすい場漸では、焚き火をしないこと．

2、焚き火の場所を離れるときは完全に消火すること。

3、強風碍及び乾燥蒔には、焚き火や火入れ　　武＼　瓜くヘハ

量σ惣灘
犬《煽心
　　ぢ
　稗吻　 趨
　　轡松之山分遣斯

雪解けとと叡こ、山菜採りやハイキングな

シくなり、焚き火の不始末やタバコの投げ捨

hることから、山火事・焚き火火災予防運動

《璽点事項》

1、橘れ草等のある火災が起きやすい場漸で

2、焚き火の場所を離れるときは完全に消火

3、強風碍及び乾燥蒔には、焚き火や火入れ

をしないこと。

4、火入れウ）許可は必ず受けること。　（多量

の煙が発生する場含）

5、たばこの吸い殼は必ず消すととも紀、投

げ捨てない鍔と。

6、火遊びはしないこと。

5総鷺1野は必ず灘とも巖毯

ー
…
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
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；
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津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
麓
願
い

　
4
月
1
臼
か
ら
し
尿
汲
み
取
り
手

数
料
が
表
魚
）
の
と
お
り
改
定
と
な

り
ま
し
た
。
侮
分
の
．
こ
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

例
し
塚
汲
み
取
緋
手
数
料
繍

蓑（一）

し尿汲取手数料 改定後

1圓に　300リットノレ以ま二の

汲み取りで鎗リットル当り
58円

王回に300リットル未満の

汲み取りは一律
王，740円

糊
汲
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
U

①
4
～
5
月
は
春
の
汲
み
取
り
依
頼

　
で
大
変
紅
混
雑
し
ま
す
。
余
裕
を

　
も
っ
て
お
鄭
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
便
槽
に
余
裕
が
あ
る
の
に
、
む
や

　
み
に
汲
み
取
り
を
俄
頼
し
な
い
よ

　
う
鷺
ご
ろ
か
ら
便
槽
の
管
理
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
濠
た
、
便
槽
内
に
捨
て
ら
れ
た

　
ビ
ニ
…
ル
な
ど
の
ゴ
ム
が
処
理
設

　
備
の
故
障
猿
晒
と
な
り
鰻
っ
て
い

　
ま
す
。
ト
イ
レ
は
ゴ
ミ
箱
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
ご
漣
意
く
だ
さ
い
麟

③
近
母
、
下
水
道
接
続
工
欝
に
伴
う

　
も
の
、
工
事
規
場
や
イ
ベ
ン
ト
会

　
場
な
ど
仮
設
ト
イ
レ
の
緊
急
の
汲

　
み
取
り
対
応
に
圃
っ
て
い
ま
す
．

　
あ
ら
か
じ
め
欝
瀬
し
て
汲
み
取
り

灘鞭⑱ゆ誠δ
る毒・　撃す・

雛嚢磁や
凱翻議
懇羅濠

　
婁
託
業
餐
へ
ご
獺
談
く
だ
さ
い
。

糊
汲
み
取
鱗
料
金
の
納
入
に
つ
い
て
扁

①
汲
み
取
り
手
数
料
は
汲
み
取
り
鰻

　
に
現
金
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く
の

　
が
漂
則
で
す
．

②
料
金
来
納
の
場
奮
、
再
び
依
頼
さ

　
れ
て
も
納
入
を
確
認
し
た
後
に
汲

　
み
取
り
作
業
を
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
の
で
ご
濾
意
く
だ
さ
い
、

【
汲
み
取
秘
の
依
頼
先
委
託
業
考
一

株
式
会
縫

7
｛
武
》
5

ズ
．
．
9
勧
σ
ヤ

　
　
　
磁
．
　
揚
ノ

，　
コ
霜
霧
　
　
　
磐

　
　
“
　
　
　
　
阿
　
　
・
　
爵

櫨
　
灘
醐

　
　
　
　
　
　
　
．
㊤
、

　
　
♂
　
騨
唇
　
ぜ

　
冨
醇
壷
ノ
　
．
“

3
　
　
ー

中
央
溝
掃
　
徹
0
2
5

2
4
3
歪

　
　
　
⇔
ぐ

　
　
　
　
（

　
　
　
　
↑監

”

踊

繍

露噸

難
㎜

→越後湯沢駅今年も松之山←

｝｝

「ふるさと号」を運行します。

　　　　　　塒刻劃
松 之　出鱒越後湯沢駅 越後湯沢駅嫉松　之

出「

　」
豊 覆　発 8130 i3130 新 あ縛鵬誘灘謝
松之由温果発 8：50 ユ3：50 幹 東窟発 　轡8：48ほ5100
松之山診療勝離発 8：55 王3：55 線藩雌』・嘩醸
1東鮒　発 §：03 三4：む3 越後湯沢駅鱈鶯発ho：3絹欝125i

玉

駄越後湯沢駅灘コ着

鵬
蔦：玉o 東ll晴慌3瀟F瓢

新 あさひ3憩 あさひ322 松之山診療所藩着　難：45 17140i

幹 越後湯沢驚 鐙13§ 篶：3王 松之山温衆着　　　n二50 17’婆5

燗線 東窟着 玉2100 16：騒 豊　聡　養　　　　捻：鐙 ま8105i

（漉）町』内は乗車のみですか （淀〉購内は降箪のみです。
博
」

ご癬、瞭内での傭留斯はと翻以外に 湯之轟　大欝　兎鑓　湯出（溝八商i
亀

」

1…匪）灘難購豪騨罐薪墨鞭劉
問い禽わせ：松之撫町役場振興謙　紐G2559－6－3ま31

　　　　　東頸バス松代営業瑛費競55併7－2鍛8

關
議
醗
瞬
蝦
鰍

ンウィーク
卿5月憩磯塞での玉6段闘藷

≧7・28。29。30

3。4．5．6．繭

　体　　み
～＄蹴鑛まで畷韻闘
iか1玉・12・逸3・ユ4・王5・16・三7

2（｝．2工の22。23

・　年始
義～芝綴獺までの2講剛
28・29・3（｝Q3王

3，4・5“6．7嚇8■9・玉O

i3“14噛15魯16．17

翻

）0円子供80粥

‘5



湯叢米噺6・瓢
　繍め一麟臨・
蒙つ醒瞭

広報
今年は町制施行40周年

環

発行鷺／平成鉛年5奔駁5黛　纒集・発行〆松之出町役場総務課

〒9壕2一一三遠§2襯縣灘郡松之購大鍬之藤2！2畷駕L今2559－6－3鷹FAXO禰｝卜35三5

今月号の主な内容

ク聾ン大｛徽とゴミ問題一一ψ雲～．3

成人式一 D“・一4～5

みんなの広場・・一・ 脅
’

　
～6

大厳寺オープン・まちの話題一…　8～11

湯鳥だよ9・お織らせ…・ 磯2～i5

回圏回圃

お《糟融《罵電》

樋口　幸雄さん　76歳　湯之鶴（林）

※3月玉臼から3月318までの縷轟分です。

※広報に載せてほしくない方は、縄撫のと

きに窓口にお議ください。

町の動き
　　　　　4月蝦理在

総人鷺3，333入（一2の

　男王，626人（一捻〉

　女亙，7（｝7人（…工婆）

世帯数三，欝墨戸（一王む

町民憲章，召季葺5｛う年7月議彗定

わたしたちは松之撫町蔑です．郷土を愛し、

み入、なでよりよ嬬・欝yづく吟をし・よう命

町民の倉喬葉
1、羨しい緑との中で
　　心豊かな人になろう

ま、プ輝）梢が触れ禽うように
　　連鵯睾び〉紀♪をもとう

　　　　　　ゆ1、湧き㌔飯づる湯募乏ぴ1）よう畢こ

　　　麟遣の力を概めよう

温泉定休日
讐1温泉センタイ翠の湯

4月 2・9・屡6
23・30

15．30

5月 茎4・28 葉5・29

鳳
溝認

え・うちのおかあさん

鴛

松之山保育瑛

　　うさぎ綻
やまぎし　　しんご

由岸懐悟くん
（毅痩・愈の下〉

　ぼくのおかあさんは、りょっ導がじょうずです。とくにシチ

ューとカレ～がじょうずで、このまえもおかあさんがつくって

くれたシチューとカレーをたべました。おいしかったですq

　このえでうまくかけたところは、かみのけとふくですのおし

ごとでいそがしいおかあさんですが、ぼくとよくあそんでくれ

ます。そんなやさしいおかあさんがぼくはだいすきです。

◇き丹のできごと

3黛

違藏

三帽

12揖

i7欝

22霞

25臼

26鷺

安塚嵩松，之出分校卒業式

農産物癩工鷹食施設竣工

式（浦磁・湯之蕩〉

定綱議会（～捻51）

松之山中掌絞卒業式

下水道審議会

由村留学修濃のつどい

スキーカー二．バル

町内小学校卒業式

選挙管理委舞会

27譲　農業委眞会総会

　　松毘保畜所卒園式

28鷺松之山・浦鐙保育斯卒園式

◇4慰縮～5熱頒の予定
隻3総

三嶺

i6田

24臼

3e沼

3沼

議会全興協議会

消防懸裂分懸長以、ヒ会議

銃砲一斉検糞

集落総代会

献窟〈会場：役場〉

成ノ＼式（で木養率嘗センター〉

▼
三
月
・
鰻
月
は
甥
れ
と
新
た
な
出

会
い
の
季
節
で
す
。
こ
の
三
月
も
卒

黎
、
栄
転
な
ど
私
の
周
り
で
も
大
勢

の
人
た
ち
が
松
之
撫
購
を
離
れ
て
行

き
ま
し
た
。
涙
、
涙
…
…
。
▼
私
も

広
報
を
撮
灘
し
て
幽
無
が
過
ぎ
、
そ

し
て
め
で
た
く
卒
業
（
？
）
と
、
な
り
ま

し
た
．
　
「
顯
葎
間
も
よ
く
や
っ
て
き

た
も
ん
だ
し
と
た
ま
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
．
こ
の
厭
稿
が
簸

後
と
な
り
、
ち
ょ
っ
び
り
寂
し
い
餓

も
し
ま
す
燐
烈
月
畢
か
ら
は
、
獅
た

に
保
坂
奨
智
男
が
撫
当
し
ま
す
。
灘

無
闘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

編
集
室
か
ら

‘6
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